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(つ .e･ま じ め とこ

0-1本 計画 の視点
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0-1 本計画の視点

本引画は､タウンセンターのサイン引画をいかに実現 していけば､港北ニュー

タウンの核としてのタウンセンターがその役割を最もよく果たすかを考えること

を日(JfJとする｡すなわち､ライブ リッドシティならではのサイン計画､タウンセ

ンター方式のサイン計画の創出を目指している｡

サインの節一義的役割は､その土地に不案内な人を案内し､目的とする場所や

施設 ･祉物に誘導することである.従来のサインEf画の主たる対象者はその土地

に不案内な日本人 ･成人 .健常者であったので､表現および内容が限定されてい

た｡対象範凹外の人にとって､有意義なものではなかった.老人､子供､ハンデ

ィキャップのある人 ､外国人など､どんな人たちにも ｢わか りやすい｣サインで

あるとともに､案内を必尊さとしない人にも楽 しめ ･親 しめるサインにしていくこ

とが求められているのではないか ｡

木引相でのサインの役割を､大きく二つに分け､考えてみた｡

機他としてのサインのJJLIJ両とは､術 の わ か り や す い 案 内 を行 うとい う

ことであるOその案内には､現在位fEEを確認するためや El(伽也へ誘導するための

案内､主要施設の案内.生活排J辿施設 (モ臨ト トイレ ･水のみ場)の案内,化I三拝
案内､禁止 ･性悪の岱知 ､伝言板等がある｡これ らが､術づ くりの中の一つのシ

ステムとして､総合的に引FiLLTLされることが､わか りやすさの節-捗である｡

求税としてのサインの側fTffとは､アー トとしてのサイン､界四気 (歩 く楽 しさ)

を恨LlJ目すサイン､遊べるサイン (触る､鳴らす ､踏むcLc) ､刻々と変わるサ

インなと､術の兜観やおもむきに布与するものである｡

以｣このようなサインを引画に組み込むことによ り､空 目'1.T秩 序 の 州 ,'iJ.をはか

ることができよう｡

サイン引画は1fiづ くりの出来のなかでも､ハー ドなものとソフ トなものをつな

ぐ悲味のある要索で ある｡

せるためにも､主Ii狐にサインを計画するのではな く､ハー ドとソフ トを柔'1如こ組

み合わせた総合的なサイン計画をつ くってい くことこそが大L)JであるO

このサイン別所を通 じて地区fIVi造のわか りやすさを確立 し､術のアイデンティテ

ィー向上のサポー トに役立ち､さらにはコミュニティーの広が りを生む装iEfづ く

りが行えればと考えている｡
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本サインi-l画を策定するにあたっては､ 『捲北ニュータウン開発の考え方』 ､

『タウンセンターの開発判三念』を踏まえ､その主旨をサイン引画の中に十分に反

映 させることは勿論､昭和 57年度 ｢粧北地区サイン引画策定調査｣､1!関口60

年度 ｢継北ニュータウン ･サイン基本計画｣､平成元年度 ｢継北ニュータウン ･

サイン計画｣など､既存調査の成果を暗かし､タウンセンターならではのサイン

吉F画を実現することが必要であろ う｡

以下に､本計画の前提条件 となる既存調査のフロー鼠を示す



1 前 提 粂 イ句 二 の 整 理

1- 1 マスタープランおよび開発の考え方

1-1-1継 北 N T 開 発 の 考 え 方

トト2タウンセンターの開発理念

1-ト3公 共 空 間 の 基 本 方 針

1-2 タ ウンセ ン ター の環境構 造 の把握

1-2-1タウンセンターの姿

1-2-2地 形

1-2-3公 共 施 設

ト2-4街 路 構 成

1-2-6土地利用ゾーニング

1-3 港北NTサイン計画

1-3-1既往報告にみるサイン計画の概要 (昭和 58年度)

1-3-2既往報告にみるサイン計画の概要 (昭和 60年度)

1-3-3既往報告にみるサイン計画の概要 (平 成 元 年 度 )
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1-1 マスタープランおよび開発の考え方 トト1継北NT開花の考え方

維北ニュータウン即発のコンセプ トは 『ライ ･ブ リッド･シティー』 ､すなわち

『甫/鑑別合邦巾』 とい う言薮¥に象徴される｡これは､生き生きした (い ve)人生

(L】lc)が交差 .融合化する (Hy-brュd)都市 (Clty)づ くりを目指すことを最大の

日Ijliriにしていることを示 している｡

様々な機能や要素が混成 ･融合化する中で､いきたシステムとしての都市が生ま

れ (例えば､空間がライブ リッドする､自然 と人がライブ リッドする､ライフスタ

イルや心がライブ リッドする)､発展する｡そ うした中で､人間本来の創造性を雅

邦できる術 ､人生の創造の対象としての都市が形成されることが望ましいとい うこ

とである｡

そして､新たな都市ライフスタイルのプロ トタイプ (原型)を創出し､壮北生活

文化､211上L.糸己型都市生活のモデルケースとなる､そ うした人間中心のライブ リッ

ド･シティーの中核 となるのがタウンセンターである｡
D,

新たな郡而ラ1フスタイルのプロトタイプ(原型)創出

(割 は ;云文化､そして21別記型附 う芸活のモデルケースへ)

ニュータウン開発のコンセプト

ライ･ブリッド･シティ高度融合都市二 .一一一::=====:=:::=:=-=======二二二二二二一翫

･了 ＼与.fL･ H)t!- 1 斗
生き生きした 人生が 交走､融合化する 郡而

～さまざまな機肖巳や雲策が混成･融合侶す5中で.隻-=Tたシ

ステムとしての那両が生まれa～(例えIg空f削 ライプリツ

rくす舌､自然と人がライフリッドうう､ラ1つスタイルLLb心が
ライフリットこする･etC)

ヰ
タウンセンタ-のポジシヨン

ライ7リッド･シティの中核がタウンセンタ-

出典 港北ここ-グワン･タワンセンタ-基本コンセプト構想梗討報告乱 闘櫓 北都市耶禿センター.1990年3月

TiHじ二二一乃r)ン.タウンセンターT川発の考え方 (しおり).附き粧北郡市rm発センター
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1-1マスタープランおよび開発の考え方 1-1-2タウンセンターの開発理念 (1)

マスタープランにみるタウンセンターのr川う芭即念 とそのJLIHlnのための北本方針を

以下に契約する O

タウンセンターの開発理念

タウンセンター地区は､商業 ･業務雄株地区として首都1塁】でも有数の規模を有 し

ていることから､横浜市北部の商業 ･業務的な核 となるたけではなく､首都歴r域ま

でをも視野に入れた広域を対象とする拠点地区の形成を目指す｡そ うした広域拠点

形成のためには､術策施設を中心とした恥一機他生体型のセンターではなく､業務

･文化 ･住宅等の多用な機能､大小様々な空F汀]･バラエティーに富んだ形態が存在

する多機能複合型のセンターでなければならない.さらに､時代の要論である国際

化,脚報化等についても壮北ニュータウンが主張 している方向であ り､センター形

成にあたっても梯極的な対応が望まれる｡

センター地区は､良好な住fjl;l!境のもとに大丑に住宅を供給するニュータウン内に

立地するため､業務機他をEP心とするMM21地区や新横浜地区 とは興なり､あ く

までも生活に根差 した人間味蛙かなセンターづ くりを目指す ｡そのために､既存の

都市のセンター地区にみられるような､単に物的消;lli･生活を支えるためだけの生活

拠点ではなく､首都歴Iの中でも文化イメージのTl糾 ､土地柄や ､近坪の文化敏光指向

の揃ま り̂41;を踏まえ､知的 ･文化rlW肖牡を支える生活文化拠点として将来の望ま し

い生活文化を提案するような､情報発信性の讃;い洗練 されたセンターの形成が必要

である｡

また､道路等の都市A:北施設の盤棚水ヱ岬や空rlJlの質を高めるとともに､情報系の

ソフ トシステムを充実 し､ハー ド･ソフ ト両面でバランスのとれた､全体に整備水

ヱIW)商い都心的魅力のあるセンターを目指す｡それだけではなく､グリーンマ トリ

ックスの拠点 としての公園 ･緑地等の鮭禽な自然環境を梢極的に活用し､都市的ア

メニティーと自iljW)アメニティーの双方を北ね揃えた､こ3'tIまでの都心にない､ゆ

った りとして自然が息づ く快適なセンターとする｡

そして､称い水準の都fh一的サー ビスを提供し,計画的施設立地等を通じて空17円･

機細等を含めた トータルな面で他の商業 .業務地 との差別化を追求 して､ニュー タ

ウン内の居住者が誇 りに思 うような個性塩かなセンター､さらには､他の広域拠点

に対 してセンターの存在を広範にアピール し､来術省を広域r伽こ吸引するような自

己主･3Liをもつセンターを目指す Q

以上のような理念を実現 してハー ド的にも､ソフ トrFnこも内外に認められる 『光

る都市』をタウンセンターの形成目標 とする｡ 『光る都Tli』の空｢耶神威のイメージ

は､①渉行者にとって快適な術 ②iFT_にとってもアクセスしやすい術 ③ 自然 と調

和 し融合する街 ④蛙かなオープンスペースを充分利用できる餌 ⑤ゆとりと風格

の感 じられる術 ⑥文化の香 り高い術､である｡
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全休仙 7Eの2Ll･木方釧

それでは､開発理念をタウンセンターの全体耶成の中でどのように屈F)FlL､実現

してい くかということになる｡

韮本的な考え方 としては､

(∋弟 1･2地区の桝成は､空rHlt伽こ分附されたそれぞれの地区の商業 .業務核 と

して独自に機能させるのではなく､それぞれに特徴を持たせるが､相互に補完す る

②広大な河積を持つセンター内の特定の部分 (例えば駅前)に賑わいが塊中しな

いように､術の･FH各となる核施設 (核店榊 ､姓球場等)を油抑 こ分散させるととも

に､歩行者ネ ットワーク等を有機的に関迎付けることにより､田近型の動線を椛保

し､蛇が りのある術を形成する

③画一的な術にならないようにゾーン伝に梯極的に個性を演出し､それ らを有機

的かつ適切に組み合せることにより､タウンセンター全体としてメ リハ リのある個

性 を創出する

④ニュータウン内の居住者や ､来街着にとって親 しみやすいセンター地区を実現

させるために､道路や歩行者申FTl道路そのものに明純な性格を持たせ ､それぞれに

個性のあるス トリー トを形成するとともに､術の拠点的な性格を有する架所に核的

施設を配措Eして桝の梢造をlリ1椛にする

以上のような考え方を速E･本 として､

①術区は､部分(伽こ大規模術区を設定 した り､沿道利用が可能な術区も設定す る

な ど､多様な街区を設定する

②交通は､道路ネッ トワーク等を再編 し､王ri利用-の枯極的対応を図るために､

拡市場を大丑に碓保 して適正に配置 し､歩iEi完全立体分相を見直 して変化に富んだ

快適な非行iに空Fl;1を実現する

③施設に関 しては､甜菜機能だけではな く多様多様な機経を導入 して､複合化を

図 り､かつ吉l画的 ･搬帽的に配層する

④坂の術である地形を活か して自然 と都市克観の融合を図る桃成 とし､シンボル

空間を柿極的に創出し､公共 ･公l.左施設が率先して都市条規を誘導 していく



1- 1 マスタープランおよびrlrl亨芭の考え方 トト2タウンセンターのr3FI発理念 (2)

1.多機能複合に基づく. -港 北NーT_は､ 鼓j草書胃や広 域幹線 道二謹引詞等が 近 い号等来 更 に充 実 す る こ とに よ り､ ヰ豊浜市 中心 書写だ けで な く東 京 着B心部 との関 i素性 が遺 言 り､ 発展 性 の高 い拠 点 的 地 域 を形

広 域拠 点 の形成 成 す る 可能 性 が 強 い○-ま ブこ､ セ ンタ ー地 区 はー哲芸要 務 集貰地 区 と して首 都 圏 で も有 数 の規 額 を 有 して い る

こ とカ､ら一 位 き兵市 北 書写の落掌 核 とな るだ けで な く､ 首 都 圏壕 ま でi克野 に治 め た広 域

対 象 の拠 点 地 区 の形 成 を 目指 す.

-広 域 王込点 形 成 の た め に＼ 有 責方包詮 を 中心 と した単 一 戦 能主 体!聖 のセ ンタ ーで な く＼

_菜 珪∴ :文化 -住 宅 等 の多 様 な手塩能 ､大 小様 々な空 間 -形 プ迂カて寺夏合 す る多 i盈能 複 合 型

のセ ンターを 日子旨す○

-更 に､ 召舌代 の要 害青で あ る国際化 ､ 一昔幸'7fl<化 等 につ いて も港 北 ニ ュー タ ウ ンの主 至還す -
き方 一句で あ り､ セ ンタ ー形 成 に あた つて も寄 手垂的 に対 応 す る.

2.生 活 .文 化 の -当 セ ンター地 区 はー 良 好 な住環 境 の も とに大 量 に住 宅 を供 給 す るニ ュー タ ウ ン内 に立 地 す るため､ 業 務 壬蔑青巨を 中心 とす るMM21地 区､ 薪 手蔓重奏地 区 とは異 な り＼ あ くま

信 覇 発信拠 点 の形 成 で も生 子吉に寺艮差 し六二人 間 味窒 か なセ ンターづ くりを 目指 す.-従 来 の セ ンタ -士垣区 に見 られ る様 な＼単 な る物 的消 粟 生 ラ舌を 支 え る為 だ けの生 う舌拠

点 で はな く＼ 首 都 医王の 中 で も文 化 イメ ー ジの非 常 に高 い土 地 柄 や近 年 の文 化 教養 志

向 の高 ま .り等.一を踏 まえ､ 知 的 一文 化的 消葺 を 支え る壬生言責文 化壬処点 と して 号音采 のあ る

べ き生 清 文 化 を 主監茎 す る草薮な＼■倍報発 信~性 の高 い洗 接 され た セ ンタ ーを 目指 す.

3■. 高 度 の8 心性 と自然 性 を -道 王込等 の都 市 基 塁 施 設 の整 備水 準 や空間 の質 を高 め る と共 に､ 情報 系 の ソ フ トシステ ムを充 実 し､ ハ ー ド -ソフ ト両~面で ′†ラ ンス の とれ た､ 全 体二に整 備 水 準 の貰 い都

備え たセ ンター の形 成 ノt=､約5睦力 の あ る セ ンタ ーを 目指 す.-更 に､ グ リー γマ トリ ックス の拠点 と して の公 園､操 地等 の豊 富 な 自然 琵 境 を環 瞳
的 にラ舌用 し､ 都 制 勺ア メ ニテ ィと自然的 ア メニテ ィの両方 を兼 ね備 え ナこ､ これ まで

の者むtl､に な い､ ゆ った り と して 自然 が 息づ く侠う重な セ ンタ ーを 目指 す ｡

4. 個性 豊 かで 自 己主 張 -高 水 準 な者6市 サ - ビス､ 言十両的 施 設立 地 等.を通 じて 空間､ 故能 等 を含 め た トー クノレな面 で 他 の青 菜;責 苛喜地 との差別 イヒを追 求 し､ ニ ユ- タ ウ ン内居 住.者 が 誇 りに思 うよ

J を持 つ セ ンタ ーめ形 成. うな一面性 豊 か な セ ンタ ーを.目指 す.-ま ブこ､ 他 の広 i重拠 点 仁こ対 して セ ンタ ーの存 在 をJ工芸巨に7 ビI)レし､ 正 郎 な来 鮮 旨

UIWk 削 ヒニュータウン ･タウンセンター 市的化誘導方節検討調衣
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もll 1 E1-1 -スタープランおよび開発の考え方 F1-1-2タウンセンターの開発理念 (3) L

忘 …-.…一u●uW●ー…NHd■lbLAJJ-l"U"仙-l一■LLmJ…NUuMLJlul■hJ仙一1l▲h▲l一▲…muLJJJdll川lur"uJ"I"-.kIMllJl"N-Lb-一tTWTruLIJiEuJ,rlW-A--Lp-A--lーNThy-
光る都市t uJuJnp-MqmlJlm■l]叩ー▲伽urmLdunmW"nlXmlJAJ'llENVLnJTZZHrU.phLJWLtFh

1 .l

i ● 空 間 構 成 の イ メ - ジ ● タ ウ ン セ ■ン タ - の生 毒 の イ メ - エフ1.時間に這いか､けら九ず淀されずマイペースを保ち､ 8 万を 設 室 偏 の イ _メ - エフ圧 夢精にとつての線蛸をう.ぐる. i.商量施設を主配して多最抱合聖の施設別綿う.
･ 駅や三雲完投妄語ぶ歩行者等用路を骨蕗に､歩三豊 ∋真宗の違講でない都心の≡らしが富める. 地芭対応型の蒜詮を含めて＼多様な来旨者の孜々7=雲菜

合誌や歩道を設Uて､歩き易 く安全で快適た歩行者 2.雪卓 と-倦化 した健やかで王らかたさらしを空 し に対応する為に＼富芸真玉没を甲心.こしつつも芸丑系､空間のネ.フ__トワ-クをつくる. . 文化 一.芸術系､T.--.,JJirJ"Jエl-ねン票等の箆詮を宗塵的に豆

さ九､台々な-生民の人々が支JL､して亘らせる. 地主せ＼談合センターを形反する.享による.菜旨に対して∃的の品等に7ク セ スし易 く､ 君こ畜生化しているセンターとする為にー高富な得宗藍

･ 逆毘通行や忘吾環の利用;=際して､ 星還 しi=し､告 と を備えた蒜蕊や先遣的詣詮をできるだけ立地させると美

9くコ. こ､イベント空芯を創畠すること.r=i:つて＼=-題E豊か

･3㌦自責と翻し鮎する配する. 右セ ンターを斎反する.

･. 5..p芳琵 誓 言恵 書芸豊 吉でな く＼文 !3.蛮性至か7滴設孟雛行う○富市空間の中に読詔されへ葦かた水や環の萱草妄語 -宣昇に芸コを完いた接々7=蒜設の立地を誕ると美:=､喜

う､オーデンシティの垂をもつ缶Jr_qr>1 6 ノ=む人 .IREく人それぞれの立場で協同の=ミニ二 際1芳東 の曇莞信基地 と7=つDTE詮やコンペンシ=ン､雪駄交荒の環右豊島することニよって､ここ-タウンのiviつ

i:雪如上プンスペ一頭元分銅できる配する..i,ン京ル通 ｡やシン京ル正環等の基辞空Fz'指 中心と テ ィをつくり＼吉を〕宣言 してゆく≧主的7=言古が ヨー賢DL,=蔓軽葦するセンターを形成する.孟貰されJS. 壬.;脂問対応型の般錆を行う.L

Lf=公美空局と､三地のセミJl'プ7)-/.クスペースに ここ｢女ランの要 とたるセLンタ-として､利便壁 .既読

より都市空間をつ くり出す. 蛙を高める蒜監立地を図ることヒ当恭であるが＼茄七､としての付加伝柾を蒜める為に､24専FE.7着勤するセンター

5.ゆ■とりと親 の 昏踊 れる如 する.･最速し,J=迷路の考で辻7=く二審やかでさわやかな清 を形成する.5.日艶話和した施設崖闇路う
涼砦の大 きさとゆとりを禁じさせる街並音溝成する..I ･ 来旨者に ,'ゆとり'と う̀る云い-を与え､レク_ソニーシ∋テルな汲虚ふ併せ持った喜恭の雲圭を導入 し､音圧

6. 文化~の香り高い街とする..落ち看いた本物の美しさ､等が遣つにつれて菜わい な臥 ､壁と諒和 した白焦が息づ く:ビンクーを形反する.･6.シ.,/#雌雄哀し蛸誠雛行う.



1-1 マスタープランおよび開発の考え方 1-1-2 タウンセンターの開発理念 (4)

● 全 体 碑 虎 の 基 示 プチ針

1.-i1闇 区それぞれに柑橘たせ､鞄に航する-輔な鮎とする〇･秦1,2地区の猛威は､空間的に分思されたそれぞれの地区の看貫芸護技として独白C.醜簾させるのではなく＼広攻拠点阜してより-屋の性能展開を正造する為､各地区 ー pl街区雛 描 l潮 こ湖 街区を捉 する. il 号 沿道剖- 可- 街区も- する. tf 守 多様絹 区-%駈 する.

盲点の主意を支える為に必要かつ充分な既読を持たせることを前提 としつつも､各々L=変百の偉鼓を掠たせ､相互に畿寵甫完する｣体的な筈成 とする.･尚､7-2地区間の地区外部分については､冷菓的に両地区を運還させる琵発が望三 】】l
れておJり.t指発に竺たっては､.地域の状況を踏まえた上でーセンタ-地区内立地施設 l
と衰合せず＼かつセンタ一地区の許莞を蒜完する蒜設立地を誘導する必要が為る. :較通計酎歩方針 .,.迂毘ネットワ-ク等を享乱 ､亘朋 -の毒

2.麺翫踊集中型でなく蘭聖の軸を計画し＼街の餌りを粘する〇一.正大な面毒を持つセンタ-内の特定の部分に振わいが集中しないよう､箸の骨格とriる該蒜設 (核店富､貰重積等)を遵切に分散芝せると兵にー歩行者孟ツ卜ワ-ク等と･■有綴的に関連付:ブることにより回遊性を語戻し､誌がりのある石を形反する○ 毎相 応を図る○書 蓬 登慧 慧 快 ∃

3.龍あるゾ-ンわくり＼緑の複合化.喜勤の共靴を弘 ? 萱ドl …i 届き謹話!=-けでJ.三たく多電多様な培叢i-要人

･広が 正がりを持つセンタ-が､画一的な石になら/T=いようゾ-ン毒に湿性を宗達的 l 】; し､かつ複合化をはかる｡

に付与し､その吉良的な鼠合せ にj:り全軽としてメリハリのある土地利用環濠を図る.･特定の曜能に尉 ヒするゾーンや多様な用途 一段能＼空間 -影悪が註全するゾーンを適 H ≡ヨ.芸墓誌詰 諾 言誓 為儲 弧切に組合せることによりー全錘として■の個性を創出する.巨‖牛 ト＼鋪駿により街の糧を明確にする○

･そのため､迂臥 歩行者専用迂路そのものに明確な性格を付与し､その沿道にも性格に適した既読を番人する等､それぞれに価性のあるス トリー トを形成すると美に､人 I】 …2-レン京-空間絹 極的に創出する.
か集まる地点､象故的な意味を掠つ地点＼周辺か ら目立つ地点等､街の拠点的な性格

享有する要所に該的施設を配置する. …3_公共 .公益苑設により責疑形成を誘導する..!4.喜蕪と妬市音譜の融合を図る.享有する要所に該的施設を配置する. …3_公共 .公益苑設により責疑形成を誘導する..!4.喜蕪と妬市音譜の融合を図る.

出典 牡北ニュータウン ･タウンセンター 市桁化誘導方剰 締 糊 査
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1- 1 マ ス ター プ ラ ン お よび 開 花 の 考 え方 トト3 公 共 空 間 の 基 本 方 針

帖北 ニ ュー タ ウン .タ ウンセ ン ター のマス ター プ ランは ､Frli和 51-52咋 に刑

[射され た ｡そ の後平成 2咋 に ､社会 fR嘘 の変 化を勘案 し､修ユJ三マス ター プ ランが 作

成 され た ｡その･Ft7子 は ､① モー タ リゼー シ ョン- の対 応 ､② 多様 で盤か な歩 行者 空

IHJの形成 ､③ 大規模 商業業務 施 設立 地へ の対応 の 3点 に娘約 され る ｡

この修正 マ ス ター プ ランの開発PJ!念 を うけて ､タウンセ ン ター の公共空 間の韮 本

方 針 であ る 1.ア クセス し易い公非 空Tmの ヒエ ラル キー体系 を確立 す る｡ 2.タ ウ

ンセ ン ター内 部は ､歩 行者 ･自転布 に優 しい空川づ く りを行 う｡3.シンボル広 場 を

■ll心 としたjB･行者 空1汀】のネ ッ トワー ク締 成 を行 う｡4.水 と緑 の 自然 を生か した 空m

づ く りを行 う｡5.馴 氏差 の析出 に よ り､眺 望や ビス タのあ る奥 行 きを持 った空 Wづ

く り､を行 う｡6.立体利 用 に よ り､公共 空lErlの面皮利 用 をlgる ｡が設定 され た ｡

公 共 空 間 言十画 の考 え プチ

1.車で了頼れ針公共空間のヒエラル上梓系を確立する｡

･来街着のうち､重利用者の割合が最も多 く､全体の約 6割を占めると推定

されており､タウンセンタ-自休が直立するためL=も､より正域盟からの
重利用の東野者を珠極的に吸引することが正要である.

･このため､周辺幹線道路カ､らの動投を確保すると共に､タウンセンター内

での進路ネットワークの段階構成を明確にし､合わせて大規額荘重堤の定

借を行い､来街着がスム-ズかつ快適にタウンセンターを利用出来るよう

にする.

2. タ ウ ンセ ンター醐 臥 歩行針 自転 車に慶 しい空間づ く り 紺 う ｡

･歩行者専用逆指､歩未設合道路､時間規制による歩行者空r;F]lCま､歩行者や

自転重利用者にとって正しい空間づくりを行う.

･盈要な歩行者動紋と幹は道路の交碧は妙重立体分,,51とし､その他の歩行者

動投は平面交砦 歩茸設合により余計な昇り降りのない快適でわかい易い

空間づくりを行う.

･荘捨場等のけ画的な配置により､自転壬 .パイク利用者にとっても利用し

易いタウンセンターを目指す.

t巴
路 シ珊朋 を輔とした歩行者空間の頼 ワーク舶捕う｡
｣｡

)'

-

タウンセンタ-の歩行者空間は､これまでの日本の都市空間にはなかった

スケールの好市広域 (ソンポル広域)を中心としてネットワ-クを形成す

ら.
タウンセンターの入口であり出口であり､全ての歩行者空rEllが束ねられる

シンボル広場は､ゆったりとした大きな空間として整備する｡

4.水と約日雛生かした空酢くり補う｡

･21世記の都市空rElTとして､自然環境や自然の生冠と共存する空間づくりを
引旨す｡

･タウンセンターのデザインテーマである､光 ･昔 .風を自然の空某で芸現
する.

5.融 芸 の鋸 に よ り､ 眺 望 や ビ ス タの あ る斯 き を持 った空間づく り紺 う ｡

･坂の'tB･タウンセンターの地形の枝道を后かして､7-/ブタウン ダウン

タウンの結述部は眺望やビスタ､見下ろしや見上げの空しめる空間づくり
(緒やテラス)を行う｡

･昇り降りも､スロープ､ 1/4階段､エスカレーターなどを導入するととも

に､階没も昇り降りの芸歪としてだけで7'j:く､休息したり､周囲を眺めた

りする場としてのしっらえをする｡

6.立捧利用により､公共空間の高酬用を図る｡

･タウンセンタ-全体の約40%を占める公共用地を､Biに平面的に利用する

だけでなく､地下空間を含めて立錐的に利用し､タウンセンターの基豊と

して有効に悪用する.

･高低差を利用した監玉堤 ･荘輪場の設置､地下街を整備することよる高低

糞の院消など3次元の視点を持っ7=空FEl3利用を図る｡

出如 拙 北ニ ュー タ ウン ･タ ウンセ ン ター 公非 空 口｢1品木設 引



出 典 継 北 ニ ュ - タ ウ ン タ ウ ン セ ン タ ー 修 正 整 併til画
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1-2 タウンセンターの環境桃道の把握

｢Ir火に早淵川が流れ ､それを挟んで南北の117号1･2地区は向かい合 う形で早fJ::l川
に向かって､アッパータウンからロウアークウン- と低 くなってい く｡その弁.-.ほは､

道路勾配も前北方向は坂道であ り､51三四方向は比較的平坦であるとい う排他がある

アッパ-タウンからロウアークウンの標高差は第 1地区約1301H,貫き2地区約

140lnと地形を生か してはっき りした坂城性を持つよ うに設定 されている｡

下図に､地形の私那各を示す ｡

≡⊇ 造成コンクライン (5_OtAビ-/チ首打抜)

出iJLl:ILk北ニュータウン .タウンセンター 市街化誘導方策検討調査



1-2 タウンセンターの環境桃造の把握

タウンセンター約731laの うち公非用地は約30h･1を占め､全休の糾 0%と大きく

公共施設の見切及び公:jHlh殻と怯する部分の馳削 亨摘 が恥 ll,-.の‡柁 大きく規定す

ると考えられる｡そ うであるか ら､公非施設のiiL'.IT'.li-J北 にもまして虫1-9である｡

公共空間でのアクティビティー北びに公非施設 と按する部分の民地のアクティビ

ティーの しっらえがタウンセンターの非rZIl気を決定することになるので､双),-が

充分に配慮 し､タウンセンターのアイデンティティーを尖現することが_Siまれる

- 公共空間 ･ 巨重要 宅地内公共空間

出如 ●壮北ニュータウン ･タウンセンター 朽術化誘導方策検討調査
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i-2 タウンセンターの環境構造の把握

タウンセンター内は､歩道､シンボル道臥 jJs行者専用道臥 歩行者広軌 jJ=il王

融合道路 と様々なび行者削 げ ､沿道の土地利用や歩行者の動線に合わせて設定 さ

れてお り､歩行者交通のネ ットワークをつ くり上げている｡また､それ らを補完す

る敷地内の通 り抜け歩行者ルー トについても･主要なものはその位旧カミ想定されて

いて,駅を中心に大小の回遊動線が歩行者の馴 脈として地区内の隅々まで人々を導

いていくように吉佃 されている｡さらに､回m )1線の要所には､核的複合施設や公

非 ･公削 転設等rが配懲され ､軌線のベク トルを誘削 -るよう考えられているn

巨 当 惑 行者同意勤放

た ≡ 乙9_三モンク-への歩行者系7クセスル-ト
◎ 動奴の誘引を図る抜複合施設や公共公益施設

LLJ･jLL 継北ニュータウン ･タウンセンター 市街化誘導方旅枚討調査
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1-3 位北NTサイン計画 ト3-1既往報告にみるサイン計画の概要 (昭和 58年度)

昭和58年JB調査におけるサイン計画の枠組みは､ rシンボル計画｣と ｢標識 ･ス

トリー トプアニチュア｣ とに大きく分けられる｡

｢シンボル引画｣では､地区空rmのlFFiをより高めるために､

①地区空FFi1を体系化し

②体系化されたカテゴリーごとのシンボル空剛 杉成の質的方針を設定 し

③シンボル化万邦のメニューの提案をしている｡

そしてその方剣の元に､ ｢標語秋吉f画｣ と rス トリー トフアニチュア計画｣を検討

し､その配位 とデザイン方針を設定 して設f荘基Z持薬を作成 し､空間イメージとモデ

ルデザインを提案 している O

出典 ･港北地区サイン計画策定調査報告書

計 ■画 の 枠 T且

汁 由の 目的 ES 地 区 空rmlの 7イ デ -/テ ィテ ィー の創出 地 区 托 造 TLr.わ か り 易 く 伝 え

≡ 監‖lH"日tllL川Hm‖Ml川lllllHlHHIH日日川 lllm l州‖mlll≡
== LHlHI77n日日日日日日日日日日日日日日日日lIH川仙 l‖川lHlllFHulM 1日眉 至≒
てこコア .▽■■ く=← 予

計画 の 対象 に〇 い て,わ が衝 と しての認識 を高 め, ス トリ- ト7 7ニチ >7計 画

空 間 1

ロ ー≡ 志 云 -l ｢-- -i - -｢計 画 の- 1 ! ,書ig葦妻 t. ii L g; HKK三 三三 萱 07glti
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1-3 秒 北 NTサ イ ン計画 i-312既往 報告 にみ るサ イ ン計画 の棚二要 (昭和 60年度)

この調査は､

①tliのアイデンティティー向上へのサポー ト

①地区捕道のわかり易さの陀立

③コミュニティーの広が りを生む装EEづ くり

④姓的化 .間黙化の碓立

をサイン計画のEI標とした｡

そして､

①歩行者TT-用道和､一般道砧 において外来者および居住者に対 し道案内を行うサ

インを ｢道 しるべ ｣

(∋広大なニュータウンをまとまったイメージで結びつけるためのサインを ｢まち

しるべ ｣

③人と人､人と街とのふれあいを育み､豊かなコミュニティー形成を助けるサイ

ンを ｢コミュニティーしるべ ｣

と名づけた｡

配芯の原則は､

①繍域､圏域ごとに特出 ･r回性を持たせる

(9必要最小限のサインで脚報を伝えるために配蔽システムを考える

としている｡また､配正場所 としては､一般道砧及び歩行者専用道砧上､人の楕

軌の中心となる場所やセンター広場､公図 ･線道内なt'を想定 している.

I . サイン計画の巨覆 い サイン駈 - 十 更畳の原則 i

l tifの7イテンテjティ向上-のす,+:- 卜二二-タウン全鉢の7イテ ンテ ィテ ィ与つ く.り､討外的に二三一タウンの良好l なイメ-i,-を迂遠する.i .各地帥 7イテ ンテ1,ティをつ くる. † F(抑 芸 ;を高める至芸)ドト 憲 芸,i -三;-ニプ ーカ子;JTグ l工 芸≡立誓 と̀'r=#a LI副生をIIIl illlii

恒 芸雷雲?完芸呈慧 実鰍 ヨ枇 軌 や嘉 サイシ 蓋 完売 嘉 ) .i十 三≡…'.i'≡;三三;三誓芋を這える,tめ lIl=三言去.:;.…≡霊芝芸芸ゝ言..昌- 三に- 卜 三塁手芸 芸芸 )警 ; .(≡≡3-.vf,BUSST.P十 芸Ru書芸至芸 喜這三三喜…竿

･3 曇 喜言責≡≡≡ 三三サイン 7 -7 芽 誓 蒙 投 票 喜喜一 コミニニア イ ,7=- -･買全サイン

i -≡ ;三ン〆 .鼓箕i

4 鰍 - ヒの琵立 ⇔ 座 り易い配盲 システムとデザイン ‡

出ifk 牡北ニュー タウン ･サイン基本計画

- 21-



1-3 紘北NTサイン計画 1-3-3既往報告にみるサイン計画の概要 (平成元年度) (1)

昭才II584F一度 ､60年FLF調査の成果をIJT-美化するために検討が行われ ､サインの利用

者を非行者 ､バス利用者 ､自動車の三つに釧 ナて動線 を検討 し､サイン設位の拠点

と.I,Jllを設定 してモデル地区における配心案を作成 した ｡

また､サイン引画に関係する市民局 ､道路局 ､交通局 ､緑政局か ら設起 .管理に

r弟け るヒア リングと嗣盤を行い,サイン砥別 ･設置数 ･設置者 ･管理者 ･設旧場所

･属性 ･表示内容にrjlする具体案をまとめた｡

出典 港北ニュータウンサイン計画

l純 椛成t*l'B者の動線 : ノ ＼ so立件交望

の - 配 腰 炭弘 誕盛 鑑 .' 〟.-i

⊃辞 室 料 孟

' 必 出故既 済 励 弧監 磯 節 ~._.稚 ■ ぴ
立H.-交監○ ○

○ ○
○ ○

(モデルスタディ地区におけるサイン設置の拠点と軸

○サイン拠点 .幹線捗行者専用道鞄の広iii節分､おおむね半往300田に I
1か所

･バス停

･幹線道臣乙の交差点

･コレクタ-道路導入部

○サイン紬 .幹綿歩行者専用道路

･幹緑道路

･抜道

-22-



1-3 碓北NTサイン計画 卜3-3既往報告にみるサイン計画の概要 (平成元年度)(2)

J港北二ユ-一夕ウ.ンにおけるサインの表示内容および設置-管理区分 (案)

サイン控別 設置数 設置者 焚用負担 管琴者 三生還場所 屈性 備 考

J{ス停案内板 734 公EEE 本体:道路局 付属物 ･案内板r主?いてはtr.公団は事業中に､丘更正ヱ弘血

J{ス持上リ下り 付近 ' く一爪L土垢試-.八 一 三>する.･公団g;某中に施設名称等が決定せず､事案後に惜犯を加えるig合は､開床局が担当するのが望ましいが､版下が-つのT=め｢原本菅空｣を行う局もしくははにを決定したほうがよい〇･上≡己の一元管理の場合､内容の管理は関係局が担当し､定期的に情報の行igに対応○物も誓換えのみr管理局Jが行う○

/{ス持上(下)サイン 134 公団 公EZF 道路局､掠政局(底地による) J{ス持上(下)､歩行者専用道指､抜道 付底物 ピク卜グラム(名WJL､方面芸示はしない)

交差点名称サイン 交差点に4つ-公EEl 公団 這指局 点 付属物

訳へのfji諺サイン 公日】 公団 ⊃重富名馬 同上' 付属物 'ニュータウン内の6駅のそれぞれに関し地方面サインに拓めT=芸元が可石Eか○

主要公共施設への沃蒔 ー24 公団 公EZ】 造指局 コレクター正絹主宰入 付属物 (バス停案内板を同じ)
サイン (市民局) 部 町丁名 (街区) -小.中学校､主要行政施設.総合病院.

(抜群) 3Ji..潤 公田 i五指局 付属物 コレクタ-道路と区画造指(地先uTTi指)の区別.-幅員9m;歪矧二は､将来的にセンタ-ラインが入る予定.

歩 行 者専用道指拠点 30 公8】 公B] ¶丁 - 拠 付 圧 物 町 丁 名､地番広 場 名称

サ イ ン (底 地 に よ る ) 着 斗 用 正 i相 サ イ ノ占 ム ′､ のであるな らば椋政局管理.タウンセンタ-は別途に枝軌 三三
掃 政 局

脚 .板 6 3 号 根 公 EZ] 付 属 物 (バ ス停案内板 と同 じ)'現在7;適局で地下タ⊥出入口吉Bに設An方枝村 士体の氾聖をはか

は /jiTt.田4号 絹は声 定 交 通 局 ' (底 地 に よ る )交 通 局 つてい く.二ユIr9_.9-ン外部 との掬笠fj:ど芸示内琴.q)枝村.

公 EE).抜 道 系 サ イ ン 公 EB 公 団 掠 政 局 (道 指 局 . ) 付 属 物 '歩等道と頴道が重なるところは､道指局と串政局 との'Jniが必要.

公 EB .公 EZl iii指 局 付 属 物 ` 照明ま丁､ゲー トツ リー､彫刻､既存のは染 '照明および案内漂'Bと兼ね､付屈物扱いとすることを枝討.

サ イ ン を削月 .

招 梁 サ イ ン 公 EB 公 EZ) . 正 指 局 控 梁 朋 面 付 属 物

方 面 芸示 公 団 石 持 局公 B l 逼 指 局 幹 線 道 指 付 属 物 民存のサインを福足するサインとして設定.

出 典 港 北 ニ ュ ー タ ウ ン サ イ ン 計 画

- サ イ ン 設 置 及 び 管 fTBHこお け る 基 本 方 針 の 検 討 -

- 23 -



2 基 本 =- ニー/ セ プ ト の 1弓簸 討

2-1 タ ウンセンターサイン基本計画作業 フレーム

2-2 サ イ ン 計 画 の コ ン セ プ ト

2-3 サ イ ン 計 画 の 方 針

-241





2-2 サ イン計画 のコンセプ ト

本計画のコンセプ トとなる ｢ライブ リッ ドシティーならではのサイン計画｣すなわち

｢タウンセンター方式のサイン計画の創出Jとは ､タウンセンターの開発コンセプ ト

を うけたサイン計画の展開であ り､タウンセンターの 《うつ くしさ》 《らしさ》を

追求す るとともに､人間 (生活者)中心の､使 う人に 《わか りやす く》 《や さしい》
サイン計画を目指す｡

また･総合化の促iLEにより､都市の多機能複合に伴 うわか り対fさを卿 肖し､使 う人にとって
《わか りやすい》サインとする｡

さらには･サイン利用者 ,サインの情報の対象を拡大 し､都市の付f報をまとめて提供する拠点を

つ くることによ り､コミュニティーの形成の助け とし､術の活性化を促進 し,

生活 ･文化の僻報肘 言拠点 としてのタウンセンターの機能を十分にヲ芭抑 させ る｡

(タウンセンター欄観念) (サイン計画における展開) (サイン計画のコンげト)

ー26-



2-3 サイン計画の方針

本サイン計画の方針は､タウンセンターのサイン計画における展開を うけて､

《わ カ- り や す さ 》 《や さ し さ 》 《う -つ < し さ か 《ら し さ 》の

創出を基本 としている｡

◇ サイン計画のベースであるわか りや領"さを追求する -■一 一 《わ か り や す さ 》

･総合化の促進 ･タウンセンター内でのデザインの統一

･サイン僻報の娘約､簡素化 .サインシステムの創出

･表示面､表示方法の工夫 ･夜間の照明

･対象者の拡大

◇ 環茄寮#碓ンの要素 としてのサイン計画 とい う視点を重視する - トー 〈う つ < し さ 》

･術の景観 との調和 ･デザインモチーフの活用

･交通標識 との共架 ･SF､SEの利用

･ラン ドマークビルディング､壁面の利用

･路面の利用

◇ コミュニティーの活性化を促すたまり〔輔搬拠庶)をつ くる -+ 《や さ し さ 》

･スポット (滞留型サイン拠点)の柄出

･情報交換の場,コミュニティー形成の場の設定

わ カユ り や づ-1'-だ け で をま フま く う ーっ < し < ･や さ し t,＼サ イ ン 言十 画 カミ

タ ウ ン セ ン タ - ら し さ を 形 成 づ~ る と 考 え ら オt る

- 271
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3 本 言十 画 b･こ お け~る -ウ~イ ン の 句買｣或

31 1 サ イ ン の 分 Wl(独裁のサイン)

3-2 サインの拡 が り (広義のサイン)

3- 3 本 計画 の領 域 と仙 計画 との連携
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3-1 サ インの分析 (狭義のサ イン)

木 引剛 ま､非 行者系の公共サ インを中心に検討を行 う｡

ただ し､施設 系や叫PJ'系の核点部分 は ､非行者系 として

始 り扱 う｡

右 匝=ま､サ インを利用者お よび ､サ インアイテムによ り

分析 した もの であ り. 部分は ､本 別画の対象部分

であ る｡

①利FTl者 による分析 (よこ仙)

非行者系 非行者

施 設 系 交通施 設利 用者

一般施設利 用者

Ilt両 系 ドライバー

② サ インアイテムによる分 類 (たて軸)

地 図 空間の桝成 を示す面的な情緒

誘津X,示 Fl的地 ･方向 ,拒緋 を来示す る練的

な僻稚

名称表示 地点や 施設 を特定す る点的な僻寺院

榊 報 板 空間認 純 に駆け るハー ドな脚報

(地 図 ･統導表示 ･名称表示) 以外

の ソフ トな僻報

( アイテム別分類 )

(サ インの分類 )

利用者アイテム 歩 行 者 系 施 設 宗 ユに 両 系歩 行 者 交通施設利用者(鉄道 .バス .タクシー) 一般施設利用者 ドライバー

地 図 琴襲撃郡ヒ耳珪護経垣繁栄≡妻讃転≡謙 尭 琵 褒河辺を…柄内案内図 施設内案内図 駐車場案内函

誘導表示 矩薮≡ii姫藍≡≡≡≡潅 連盟 拝読護 施設内での誘導 施設内での誘導 類味 三≡施 逗…言≡漣 蟹謹賀坊講護

述…5:…=6玩真読譲 (バスターミナル . (出入口 ー受付 .案内等) 道教謹拍誘琵

菱窯表裏護持譲葉塞揺由迂遠慧諒換誌議 タクシー粟場 等) 蓋鴛琵琶照の誘葉生瀬場の誘導

名称安示 絶滅…≡:i≡地区≡≡三…碓 流ぬ鼓舞 施設名の表示 端態盗め滋 爵 …… 灘王砿≡;;:≡≡地産…≡≡iIi≡純減卦ぬ誠読

迫サ¢水本 (駅名表示 .バス停等) 施設内の表示 呈B=≡交≡港の窮策……≡

三業雇笹の溌示 施設内の表示 (出入口 .受付 .トイレ . 藁要義譲洛担麗 宗

蓮諾-za-近海慧拓義藁 (出入口 等) 公衆電話) 狂未場の表示

情 報 板 施設利用案内板 施設利用案内板 交通情報板(地下鉄ffi報)(バス仰報) (利用方法 等) (lJTy故 .渋滞 一往悪)

その他のサイン 仮設標識 .路面サイン 仮設標識 仮設標識 交通標雷誌の在両用

交通標識の歩行者用 非筋ロ誘導抜 非常口案内板 (警戒 .規制 .指示標識)

(規制 .指示LTき識)位旺標識避難場所案内図逓椛壌所-の訴獲板避難場所の表示防災用具の表示 非常口誘導桔 仮設標試た

- 2 9 -



3-2サインの拡がり (広義のサイン)

一般的な意味でのサイン (狭弟のサイン)について､3-1で検討 したが､

ここでは視野を少し広げ､広義のサインについて述べる｡

広義のサインの概念図を右図に整理 した｡ (回申､狭義サインはアイテム)

叫弛みを形成する桝成要素 (例えば､山､川､樹木､辿物,ス トリー トファ

ニチャー)は､我々歩行者の行動をガイ ドするiB.要な情報といえる｡

また,案内所での説明や脚報パンフレット､ 通 り名や町各や交差点名などの

ネー ミング､伸輔や組の昔等の音､レーザー光線やライ トアップ効果の光､

などの要非も､我々非行者の行動をガイ ドする1闘技となる.

以上を広兼のサインと呼び､前者を広義のサインのハー ドな情報､後者を広義のサ

インのソフ トな僻袖と位置づけ､検討の対象に加える｡

(ハー ドなiI-7報)

◆自 然.･･餌の桝造､地形 (苗低差)､山､川､絹地､

◆土木 ･造m'物-3Ltf木,植栽､柿､ゲー ト､噴水､ポケットパーク

◆鮎 築 特徴的な祉J物､鮎集壁面

◆S F･術路灯､信号､ベンチ､箱詰ボックス､ポス ト､ごみ箱､

水のみ場､公衆 トイレ

◆S E-マンホール､消火栓,ボックス規 (配屯箱)

(ソフ トな桝報)

◆案 内 所-人による案内

◆1-rri稚パンフ 地図と内容をそろえ､術の主要ポイン トに設f荘

◆ネー ミング -通 り､交差点､lllr名､柿◆CI カラー リング､ロゴ､シンボルマーク､デザインモチーフ

◆音 ･ 光 JlaJ稚､光の発信,ライ トアップ

サイン言十画対象領域概念図



3-3 本計画の領域 と他計画との連携

サインが対象とする範囲は広 く､様々な分野に及ぶが､本計画ではそのうち､

狭義のサインのなかの歩行者系を主体 として屈閃している｡

しかし､ 《わか りやすさ》 《やさしさ》 《うつくしさ》 《らしさ》の創出には､

歩行者系サインの整俳だけでは限界があ り,他計画との連携が今後のサイン計画

の重要な設題 となる｡

他計画との連班の内容を下の表に示す｡他計画との速決についての具体的な内容

や間見臥点等は､6章 今後の検討事項で整理するoここでは､ソフ ト面､ハー ド面

において､どのような計画 との連班を考慮すべきかを述べるにとどめ､参考耶例を

次頁以降に揚げる｡

歩行者系サインと連帯すべき計画

(国中､狭蓑サインは利用音別分類)

ソ 内容の整合 ･施設系 (交通 ､一般)サイン

･車両系サイン

･タウンセンター周辺地区
(NT全体)サイン

フ卜 ･民間サイン

･情報 パンフ

デサイ姦竺 ･施設系サイ ン .ロコ
･車両系サイ ン .シンボル マーク

･sF .シンボル カラー

･s E .デザインモチー フ

ノヽ∫ 共架の推進 ･施設系サイ ン

･車両系サイ ン

?帯化産進 ･建築計画 (壁面)

ド ･土木 ＼造園計画 (親柱等 etc.)･SF

･SE

一31-

タウンセンターらしさの創出

わかりやすさ

や さ し さ

う つ く し さ

ら し さ



4 酉己 置 言1-画 の ]食 討 ~

4- 1 計画上の留意点

4-i-1歩 行 者 動 線

4-1-2タウンセンターの環境把握

∠トト3配 置 の 手 順

4-2 サインアイテムの役割 と配置計画

4-2-1地 図 の 役 割 と 配 置

41212名称蓑示の役割 と配TITt

4-2-4情報板 の役 割 と配 設

4-3 サインシステムの形成

4-3-1アイテムの組み合 わせ とサ インシス テム

4-3-2単体系 ･複合系 ･メディアコア系の考 え方

4-3-3単体系 ･複合系 ･メディアコア系の配 置

4-4 配置計画案

4-4-1北地区サイン配置図

4-4-2北地区サイン一覧表

4-4-3南地区サイン配置図

4-4-4南地区サイン一覧表

- 3 2-



4- 1 計画上の留意点 4-1-1歩行者動線

3TlLで述べたとお り､少行1才f系サインをrl'心に引所を行うo

jJ:-榊 有にとって､やさしく､わかりやすいfiFruT･iとするためには･人の流れ (/Jj-捕

者肘)線)にL.;I憎 した配偲引画の検討が必安である｡

まずタfJy一世U奈WGZj劇椛はLFi≡(次頁劉!往)を行った｡

① タウンセンター地区の地形を的確にとらえて､その高低差やVIEWPOINTを把握

する

② タウンセンター-の賓奈セ井が打㌢ 1ヾ (導入部)を把握する

アクセスの方法としては鉄道､バス､fEi､徒歩があ り､その場合のタウンセン

ター-の導入部は､駅､バスターミナル ･バス停､姓ilL場､ブ リッジであるO

③絹区の特色や祉物構成､ランドマークとなる建物を把握し､タウンセンター内

の出歩が打ン トを明確にする

主要ポイン トとは､目的地となる主要施設のことで､区総合庁舎 ､歴史馴 勿館

等､次頁の 国中に示した｡

次に,上記のポイン トを考放して､火の封納 経行策動譲謀を分析した｡

(右図参照)

① タウンセンター駅から主要施設へ

② 主群施設からタウンセンター駅へ

③ 川辺住宅から主要施設へ

① 三1:.捌J'Gil'J:からJL7);Zltlこ宅-

⑤ タウンセンター駅から周辺住宅へ

⑥ 周辺住宅からタウンセンター駅へ

⑦ タウンセンター駅か らある主刑 包殻を繰出して他の主別 伝設-

⑧ 周辺住宅からある主要施設を経由して他の主要施設-

⑨ タウンセンター駅からある主要施設を経由して周辺住宅-

⑲ 川辺住宅からある主刑 も殻を経由してタウンセンター駅-

上記ルー トの

導入部において､術の桝道や現在地 ･目的地の確認､

-地 図が有効 いわば1嗣臣の 《射 言地》としての機能を果たす｡

中仙 也において､現在地の確認と目的地までの方向や距附の碓誰､

一軒韓讃所が有効 いわば1酌臣の 《中継地》としての機他を果たす｡
目的地において､確かに目的地であることの確認､

一冬縦横酌が有効 いわば僻報の 《受信地》としての機他を巣たす｡

が､必要である｡

このriM枝の 《肘 吉地》 - 《中継地》 - 《受信地》 というネットワーク概念

(右下図参照)を導入してサイン計画を進めることとする｡

なお､サイン配位のrin)掛ま､ "5分以上迷わない"ことを原則に､最低 350m
を目安とする｡

- 3 3-

(ク･)ンセンター) く'/.)ン ヒンクーJLl･J辺1耶)

(タウンセンターでの人の流れ)

∪ し亜JL｣｣

情 報 のネ ッ トワー ク





4-1 計画上の留意点 4-1-3配置の手順

の設置

日的地の選択

目印の選択

EX:駅､バスター ミナル ､虹lll_場 EX:主要施設 EX .人の流hの分岐点

タウンセンター周辺ブ リッジ 通 り.ブ リッジ､交差点 主要施設で誘導の必要な地点

シンボル広場

区総合庁舎前

EX:駅 ､

シンボル広場

区総合庁舎前

月ミ側モールエン トランス広場

北側的区入口

南 北 計 南 北 計 湖 北 計 楠 北 計
10十 8 = 1 8ヶ所 33+23=56ヶ所 26+16=42ヶ所 3+ 4= 7ヶ所

ー 3 5-



4-2 サインアイテムの役割 と配置計画 412-1① 地図の役割

◇i:-出 l宝1

(a)役 割 空間の桝J説を示す両的なfi't紬

利用者が選択的に情報を抽出できるので､多様な

目的に対応できるが､表現が煩雑にならないよう

に､必要最少限の偶幸臣で柄成する｡

(b)表 示 内 容 広域図

体北NT全体図

継北NTタウンセンター

タウンセンター南 ･北街区

(C)配暦の考え方 タウンセンター-の導入部 (アクセスポイン ト)

と､人が雄ま り､コミュニティー形成の拠点とな

る地点に配置する｡

地図のエ リアは､配樫場所により､適宜選択する｡

EX 駅 ､バスター ミナル ､立体工旺lli場 ､

タウンセンター周辺ブ リッジ､シンボル広場､

東側モールエン トランス広場 ､北側街区入口､

区総合庁舎前

(D は々な内容を茶内する総合案内板一束京足立区

② 広いiuのIull戒を榊 削勺に襲示案内する一川崎市

③ 特徴ある建物を立体的に穀現した案内地図-フロ-レンス

④ 必要な朋 蛋t=･け在米示し分かりやすくテサインされた削 姻 -バリ

- 3 6 -



4-2 サインアイテムの役割と配置計画 4-2-1② 地図の配置

タウンセンター-の導入部 (アクセスポイン ト)と､コミュニティー形成拠点に地

[豆】を配蹴する｡具体的な場所としては､駅､バスター ミナル､立体旺神域L タウン

センター周辺のブリッジ､シンボル広場､総合庁舎前､等である0

日

新羽 ･荏田線
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《タウンセンター南地区》 《タウンセンター北地区》

(凡例)

人の流れ (歩行者の主要動線)
□ 地 図



4- 2 サインアイテムの役割 と配置計画

◇名 可均ミ表 示

(a)役

4-2-2① 名称表示の役割

割 地点や施設を特定する点的な情報.

自己と他を区別し､確かにその地点でありその名

称であることを証明する｡

(b)表 示 内 容 名称 (施設名､通 り名等)

地名 ･地番

(C)配位の考え方 まず､誘導の目的地となる主要施設に配置する｡

次に､目印となる通 り､交差点､タウンセンター嫡部
の昨線道路やブ リッジ等､現在地確認に有効な地点に

配置する｡称にタウンセンター蛸部の昨線道路やブリ

ッジは､周辺部からタウンセンターに入ってくる人た

ちに､ここよりタウンセンターであることを認識させ
るために必要であるo

EX･ 主要施設 :駅､シンボル広場､核的複合施設､

区総合庁舎､市民ホール､僚軒.i_11､歴史ItIF'F勿相､

スポーツ .文化施設､郵便局､総合病院､

目印 :通 り､モール､ブリッジ

①京橋の妃念碑 ② 浅草寺の雷門 ③ 東京のバス停

④ 厳しい泉u規制で

知られるハイテル

-ルクの店亘51サイ
ン

- 3 8 -

させる町名iLi区サ (ア--ン)
イン

L
上

菅

車

-

(丑福岡タワー､現代

の位 N摘 ､ ラ ン r

マ ー ク と して奴flt:

を発 雉



4-2 サインアイテムの役割 と配倍計画 ･卜2-2(多 名称表示の配髄

まず､誘導のF=川勺地 となる主要施設に配I監するO次に､目印となるう由り､交差点 ､

タウンセンター榔 邪の.;rf線道路やブ リッジ等､現在地椛吉馴こ有効な地点に配fEF_す る

特にタウンセンター鵬部の幹線道路やブ リッジは､周辺部からタウンセンターに入

ってくる人たちに､ここよりタウンセンターであることを認識させるために必要で

ある｡

主要施設 としては､駅､シンボル広場 ､核的複合施設､区総合庁舎 ､笹察署 ､郵便

局 ､総合病院､スポーツ ･文化施設､市民ホール ､歴史馴 勿館｡

日印としては､退 り､モール､ブ リッジ､広場 O

- 3 9 -

《タウンセンター南地区》 《タウンセンター北地区》

(凡例)

--･ 人の流れ (jJ:=行者の主要動線)●･ 名称表示



4- 2 サインアイテムの役割 と配置計画 4-2-3① 誘導表示の役割

◇誘 璃 E_表 示

(a)役 捌 目的地､方向､距llfrEなどの線的な情報 .

地区)読み放れない人も､目的地-の方向や距離を

確認することができる｡

(b)襲 示 内 容 目的地 (方面 ･施設名称等)

方向 (矢印)

距離 もしくは所射 時間

(C)配位の考え方 タウンセンターの導入部､歩行者の分岐点､コミ

ュニティー形成拠点､手がか りとなるサインが､

350m以内にない地点に､配促する｡

EX 駅 ､バスター ミナル､iz:体姓非場 ､

タウンセンター周辺ブリッジ､シンボル広場､

光イ州モールエン トランス広場 ､北側街区入口I

区総合庁舎前

① 自然石のia頂

(ラーハーゼー)
(卦行先の王醐

(チューリッヒ空港)

詔

小
.
帆

･3

③ 西 ドイツのii指案 ④ ビクトグラムを利 ⑤ 規しみやすい町

内頒乱 用 した師′双な誘功 の言責耕サイン

77 7ウト ､-/ サイン(西 ドイツ) (モーゼル)

喜 宍謂誓空朋

-40-

⑥ 衣示板の設置方向が施設の方向を示す

⑦ はっきりと見やすい方向語頭サイン



4-2 サインアイテムの役割と配置計画 4-2-3(診 誘導表示の配置

《タウンセンター南地区》

-41-

《タウンセンター北地区》

(凡例)

- - ･● 人の流れ (歩行者の主要動線)

○ 誘導表示



4-2 サインアイテムの役割 と配置計画 4-2-4(∋ 情報板の役割

◇11守 さ2位 1:皮

(a)役 割 空間諸掛 こ防伽 るハー ドな僻稚ではな く､術のイン

フォメーションや十嗣艮交換に関わるソフ トな情報

(術や市の案内 ･イほ部､生活関連情報等)を提供す
る｡

(b)内 容 案内板

伝言板

柑示板

(C)醐 EEの考え方 コ ミュニティ形成拠点 となる称 服の 《苑借地》に配
置する

EX･駅 ､シンボル広場 ､区総合庁舎前,
刺Juモールエン トランス広場､北JJu街区入口

① 町名褒詞鼠 地乳 ポスターボードの一体化アムフ
② バス停表示板､時計､ポスターボードの-附ヒバリ

③ ポ ス タ ー ボー ド ブ リュ ッセ ル

ー42-

◎秋物の学習サイン⑤ポスター指示板
チューリッヒ

⑥ メ ッセージボー ド⑦パリの蒐淵喝示板



ド
4-2 サインアイテムの役割と配置計画 4-2-4② 情報板の配置

コミュニティー形成の拠点となる場所には､空間諸君馴こ関するハー ドな朋 艮(地図

訴導表示､名称袈ホ)以外に､1i.棚 板 (維了やTFfの案内 ･I榊 IJ､'JJ.亨IIim迩1I■柵 等)を
設旧する｡

lli

新羽 ･荏田線
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《タ ウ ン セ ン タ ー 南 地 区 》

- 43-

《タウンセンター北地区》

(凡例)

･･････人の流れ (歩行者の主要動線)

△ Ii的臣板



ド

4-3 サインシステムの形成 4-3-1アイテムの組み合わせ とサインシステム

サインアイテムごとの配控‖こついては､4-2で述べた｡

ここでは､配位場所によるアイテムの組み合わせについて述べるo

サインが配f鼓された場所に注目する.

騨狐のアイテムにより成立 している処を鞘純系 とよぴ､

複数のアイテムにより成立 している処を獄窓系 とよぶ｡

後者の場合､その組み合わせも色々である｡

け棚板が組み合わされたものは､単なる通過型のサインではなく､郎餌を

IHI=すサイン拠点と位値づけ､特l とよぶことにする

班に.メディアコアは､ス トリー トファニチャー (ベンチ､水飲み場､特

別 ､箱詰等)を併せて設置することによ り､快適に滞留できるスペースと

することを提案する｡

これ ら､抑留の快適性を商める装碇をスポットとよぶことにする｡

以上を右図にまとめる｡

附 称系 -描脊宗 一メディアコ芋系とサインをみると､ -の方向に向かい､

油潤滑jから薫寸は ,'烈へその質が変化する.

メディアコア系の粁徴は､糾 こサインを見るだけでな く､待ち合わせをした

り,ベンチに腰掛けてひと休み したりといった滞留行為が､快適にできるこ

とである｡

なお､タウンセンターを特徴づけるサインとして､光の発信塔を配IEl.する｡タ

ウンセンターの剛 ヒに分断 された地形､傾斜をWJ案 し､南北のそれぞれ眺めが

よく､見通 しのよい地点 (VIEWPOINT)と､シンボル広郷 こ､光の発信塔を設

けることとするo光の射 貫塔もスポット装旧 とみなし､V‖iWPOINTをメディア

コアの一棟として恨 り扱 うこととするb

以上､殻樫場所の相 生にあわせて､サインが組み合わされて設置されていくこ

とにより､タウンセンターのサインシステムが形成されている｡

144-

二憲二 地 図 誘導表示 名称表示 けf報 収 スポッ ト

単 体 系 訴称 挿臣がある託か名称表示の_i;Tiイ和こよるーL亨

複 合 系 バスlilf報組み合せか なる複合型
地図 .誘導表示 .名称表示の二つJ:J＼上の作搾肘ミある

メディアコア系

グ⊂ZT)の言肌 に関村iLF.Lmt友やス=lI

地雷卜誹等以9トに､コBP7J､.名称表/ミユニティ)TjJJ<といったエr淵地文に必TITlf るアイアムぎツトがある



｢~■
4-3 サ インシステムの形成 4-3-2主即事系 .複合系 ･メディアコア系の考え方

恥 体 系 ･複 合 系 ･メ デ ィ ア コ ア 系 の そ れ

ぞ れ の 特 徴 と情 報 の 内 容 に つ い て ､ 設 荘

場 所 在 に 整 理 し た ｡

単 体 系 - 複 合 系 - メ デ ィ ア コ ア 系 の

変 化 に 伴 い 通 過 型 か ら滞 留 型 へ と 変 化 し

サ イ ン 拠 点 と し て の 重 要 度 も 増 し て い く

南 北 の シ ン ボ ル 広 場 の メ デ ィ ア コ ア は ､

地 LgJ､ 誘 導 表 示 ､ 名 称 表 示 ､ 情 報 板 ､ ス

ポ ッ ト装 促 が 揃 い ､ 滞 留 型 サ イ ン の 集 大

成 と な っ て い る ｡

単 体 系 ･◇ 訴 草 表 示 か 名 称 表 示 の 単 休 に よ る桁 報 が あ る

◇ f#報 《受 信 地 》 とな る施 設 や 《中継 地 》 で 目印 と な る 迫 りや 雄 造 物 に 名 称 表 示 を､ 同 じ く

《中継 地 》 で 人 の 流 れ の 分 岐 点 や 目的 地 ま で の 道 筋 の 350以 内 毎 に 誘 導 表 示 を 設 置 す る.

◇ 単 体 に よ る 通 過 型 サ イ ン で あ る. 目的 地 の 確 認 と 中 継 地 点 で の 確 認 の 役 割 を 担 う.

共 架 や 付 帯 化 を 図 る こ と が､ 必 要.

地図 誘導表示 名称表示 情報 スポ ッ ト

分岐点 ○

主要施設 .日印 ○

複 合 系 ◇ 地 図 .誘 導 表 示 .名 称 表 示 の 二 つ 以 上 の 組 み 合 せ か ら な る複 合 型 の 情 報 が あ る

主 に 情 報 の 《発 信 地 》 で あ り､ 地 図 + 誘 導 表 示 + 名 称 表 示 ､ 地 図 + 誘 導, 地 図 + 名 称 表 示

とい う地 図 を 主 体 と した 組 み 合 せ で あ る

◇ 僻 報 の 《発 信 地 》 で あ る ブ リ ッ ジや . バ ス ター ミナ ル､ も し くは､ 僻 報 の 《中 紺 地 》 で あ る

振 り分 け (誘 導 ) の 必 要 な 主 要 施 設 に 設 荘 す る

◇ タ ウン セ ン ター - の 導 入 部､ も し くは 人 の 流 れ が 多 い 場 所 に 設 LTR す る､ 複 合 型 の 拠 点 で あ る

が､ メ デ ィ ア コ ア 系 と異 な り､ 通 過 型 の 装 置 を 展 開 す る

地図 誘導表示 名称表示 f-H報 スポ ッ ト

バ ス ター ミナル ○ ○ ○バス

バス停 ○ ○ ○バ ス

ブ リッジ ○ ○ ○

鑑車場 ○ ○

主要施設 ○ ○

メ デ ィ ア コ ア系I ◇ 地 図 .誘 導 表 示 .名 称 表 示 とい っ た 空 間 の 認 識 に 関 す る ア イ テ ム 以 外 に, コ ミュ ニ テ ィー

形 成 拠 点 に 必 要 な 特 報 板 や ス ポ ッ トが あ る.

◇ 情 報 の 《発 信 地 》 とな る､ 街 の シ ン ボ ル 的 な 場 所 .人 の 集 ま る場 所 .主 要 交 通 機 関 の 駅 .

眺 め が よ く見 通 しの よ い 光 の 発 信 地 と して 適 切 な 場 所 に 設 荘 す る.

◇ コ ミュ ニ テ ィー 形 成 拠 点 と して､ 人 が 集 ま り､ 滞 留 す る 空 間 .装 置 を 検 出 す る.

◇ 各 々 の 場 に 名 称 (愛 称 ) をつ け る.

地図 誘導表示 名称表示 情報 スポ ッ ト

シンボル広場 ○ ○ ○ ○ ◎模 光 SF

区総合庁舎 ○ ○ ○ ○ ○模
東仇は-ルエントランス広場 ○ (⊃ ○ ○ (⊃

釈 ○ ○ ○ ○伝

(凡例)模 模型､ 光 光の発信機､ SF ス トリー トファニチ ャー､ バ ス ･バ ス情報､ 伝 ･伝言板

-4 5 1



4-3 サインシステムの形成 4-3-3単体系 ･複合系 ･メディアコア系の配置

《タウンセンター南地区》 '構 《タウンセンター北地区》



4-4 配 置 計 画 案 4-4-1北地区サイン配置図



4-4 配 位 計 画 案 4-4-2北地区サイン一覧表 1/2

No, 校 正 □他 国 0 ●名称表示 At朗摂振 ★スポット 傭 考

メアイアコア蘇 I 0 0 0広場 ○｢スポット毛 Oiiiの帽柑 0ほ 型

2 0 0 0 0ijiのI那EZ 0

3 班 0 0 〇㍍含(3ヶ所) ○伝言板

4 北仇帖 区入口 0 ○ 0通りもブリッジも 0

5 0 ○

祖.A系 6 0 0 ○パスほほ .EMIJ用者 の誘幻 .

7 立体,qi立場 ○ 0

0 ○ ○ ○ブリッジ過り名

9 ○ ○ ○ブリッジ迫り毛

10 西仇llモール 0市民ホ-ルへ 0モール通り名

tt 0 0モール

12 0 ○モール通り毛

13 0センター扇へ 0ホール

14 北向1レてス仔 0 0バス代柑

15 0通称へ 0ブリッジ通り毛 位荘:砲の手前に

-48-

〈メディア コア系 〉

◇他国 ･三克講表示 .名称義元といった空GE,lの認諾 に

掬す るアイテム以外 に､ コミュニティー

形成拠点 に必要な絹 相順やスポッ トがある｡

◇捕手8の (発信地〉とな る､ifの シンボル的な場所 .

^の集 まる場所 ･主要交通僅碑の駅 ･眺めがよ く

見通しのよい光の発信地 として適切な場所 に設置

す る｡

◇コミュニティー形成 拠点 として一人が典 ま り､滞

留す る笠 Ljl･宗徒を新出す る.

◇各 々の鳩に名称 (愛称 )をつけ る｡

く語合系 〉

◇地園 ･誘導去示 ･名称表示の二つLl上の組み合せ

か らな る符合聖の情 報が ある｡

主 に憎相の 〈発信地 〉であり､他店 +議津表示 十

名称蓑示､地 図十三宍幹､他国十毛珠嘉示 という他

国を主体 とした組み 合せである

◇情絹の 〈発信地〉であるブリッ ジや､バス ターミ

ナル､ もしくは.憎 相の ≪中継地》である振り分

け (三芳溶 )の必要fj:主要詣詔に三塁芯す るO

◇ タウンtzンターへの封入部､も しくは人の流れが

多い場所 に設芯す る.符合型の拠点 であるが. メ

ディアコア系 と苑yTLEり､in過型の荘雌をIiuaす る｡

《単体系 〉

◇三芳壌去元か名称裏表 の蛍拝によ る佃紺があ る

◇情報 〈受 信地 )とfJ:る方巨.qや (中継地 〉で 目印 と

な る通 りや姓造物に名株表示を､同 じく(中継地 )

で^の流れの分l支点 や目的化 までの道茄の358以内

毎 に話中嘉京 を設置す る.

◇単体によ る通過型 ワインである｡ 目的地の碓語 と

申躍地点 での結語の役割 を担う｡

共架や付帯化 を団ることが必要｡

凡 例

｢l～I世 G]

O i宍hn表示 方向(行先)t拒gB●' 名称芸元 通り､施三塁､交差点､怯

△ ● ほ 絹頓 ib･市の案内 (ボスタ-)

伝言板､丁【し.鴫≡†

★ スポット は型､光の矧≡

ストリートファニチャー



4-4 配 置 計 画 案 4-4-2北地 区サイ ン一 覧表 2/2

トb. 位 温 ロ池 田 0 _湖 嘉示 ●名称去示 A憎柑仮 ★スポット 備 考

坐体系 16 0モーJLr迫り名

17 ○モール

IB 憎物鑑荊 0博物館

19 (西) ○退り毛

28 (中央) 0iiZlり名

2t (中) 0iiZlり名

22 0千-ル広lr.ち

23 ih区北東角 0通り名

2Ll は区媒別辞は遁指 OiElり名

25 0iiZlり名

26 uJ区北西角 0迫り名

27 ウシクン広場 ○

-49-

凡 例

口 他 国

〇 ･ 三先沿表示 方向(行先)､拒出+名珠美示 退り､施三塁､交差点､鳩

△ 帽相 順 は･市の妄内(ポスター)

伝言板､TEL､哨…十

★ スポット は型､光の発信

ストリートフ7ニチャ-



4-4 配 置 計 画 案 4-4-3南地区サイン配置図
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0 誘 科 表 示 方 向 (行 先 )t 糎 藍●名 称 表 示 通 り､ 施 設､ 交 差 点､ 権

△ : 佃 相 板 旨 ･市 の 案 内 (ボ ス タ - )

伝 言 板､ TEL､ 時計
★ ス ポ ッ ト 横 型､ 光 の 発 信

ス ト リ ー ト フ 十 二 チ ャ ー

C､ ア ク セ スポ イ ン ト

人の 流 れ●‥ メ デ ィ ア コ ア 系

複 合 糸

阜 体 系
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4 - 4 配 置 計 画 案 4-4-4南地区サイン一覧表 1/4

トb. 位 旺 □地 Ea 0iA叫表示 ●名称表示 △恨柑tJi ★スポット 肪 考

メ丁ーイ7コア蘇 1 ○ ○ ○広場 o｢スポット名 ○佃 柑 Oは 型 フル装ui

2 区庁舎前 ○ ○ 0庁舎前 Oは 柑 Oは 型

3 ○ ○ 〇五R ○伝…板

a 0 0光の矧言

1EA系 5 ○ ○ ○バス帽相 バスの柔β足

6 0 0 0ブリッジ過り

7 0 0 0ブリッジ通り

8 ○ ○ ○ブリッジ

9 立体出血塘 ○ ○

ー0 0 0 0退り

ll ○ ○

12 0施設内 0ビル名

t3 繭WLI1'ス仔 0 0パス捕柑

1° 広場 (病院前) ○ ○広場

-51-

くメディアコア某〉

◇他国 ･説浦蓑示 .名株主京といった空Gt,1の認諾 に

関するアイテム以外に､ コミュニティー

形成拠点に必要な捕縄板やスポッ トがあ る｡

◇帽絹の 《発信地 》となる､街のシンボル的Tj:場所 ･

^の集 まる場所 ･主要交通機関の駅 ･眺めがよ く

見通しのよい光の発信地 として適切な場所に設置

す る｡

◇コミュニティ一万2戚拠点 として､人が集 ま り.沫

留する空間 ･装置を済出す る｡

◇各 々の鳩に毛珠 (費珠 )をつける｡

《接合糸 〉

◇他国 ･誘輯嘉示 .名称表示の二つ以上の組み合 せ

か らな る手星合型のほ相が ある｡

主に情報のく発信地〉でありt旭田 十講や孟宗 十

名珠表示､他国+誘沿､他国+名林表示 という他

国を主体とした組み合せ である

◇精確の (発信地)であるブリッジや､パ スタ-ミ

ナル､ もしくは､ほ紺の (中盤地 〉であ る振 り分

け (三先冶)の必要な主要施設に設皿する｡

◇タウンセンターへの導入部､もしくは人 の流れか

多い場所に設旺す る､柑合型の拠点 であ るが､ メ

デ ィア コア系 と異な り､通過型の宗鑑を展開す る｡

く単体系 〉

◇誘中震京か毛林表示の旦体による情絹が あ る

◇IJIZE紺 (責信地 〉となる施設や く中iB:柚)で日印 と

な る退 りや建造物に名林表示を､同 じく(中堆地 )

で人の流れの分岐点や巨的地 までの退57)の358以内

毎に三先Ln蓑元を設監す る｡

◇里体による通過型 ウインである. 目的地の砥誼 と

申出地点での托詔 の役割 を担 う.

共架や付帯化 をG)ることが必要｡

凡 例

口 . L也 G]

0 . 三乗封表示 方向 (行先)､距郎●名称裏示 過り､方b:塁､交差点､低

△ 純 絹 板 街･市の貫内 (Jl;スタ-)

伝言板､TEL､喝≡I

*● スポット は型､光の発信

ストリートファニチャー
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4-4 配 位 計 画 案 4-4-4南地 区サイン一覧表 2/4

No. 位 且 口.他 国 〇三克祥真宗 ■ ●名称裏表 Aほ相順 ★スポット 備 考

iJi休蘇 16 入口 0施設名 入口 2ヶ所

17 南入口 0モール

18 北入口 ○モール

19 北入口 ○モール

29 爾入口 ○モール

21 卸値局 0郵便局

22 y7F.D 0暫市罫 入口 3ヶ所

23 ほ合病院 Oは合病院

2Lt 中山.北山田は 07リッジ退り

25 中山.北山田は ○泊り

26 中山.北山B]托 0ブリッジiiZlり

27 中山.北山田は 0迫りブリッジ

28 センター北東角 0通り

2g センター南東 角 0退り

凡 例

□ 他 国

○ : 説準表示 方向 (行先)､柁劫●名称去元 通り､施設､交差点､は

△ 川 相 順 は･市の案内 (71くスタ-)

伝言板､TEL､昭il

* ● ス'leット は聖､光の発信
ストリートフ7ニチャー
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4- 4 配 位 計 画 案 4-4-4南地区サイ ン一覧表 3/4

トわ. 位 凪 0他 国 0 ●名称去示 Af耶E!振 ★スポット 備 考

ni体蘇 31 中LLJ.]uJ田は交差点衣 ○通り

32 中山.北山田は交差点西 ○退り

33 センタ-南西角 0泊り

34 センター北西角 0通り

35 ○ブリッジ

36 ○ブリッジ

37 ‡会合公園 ○ 入口の各箇所に三塁凪引 英討する

38 階段前 0

39 ○

一O 0

一日 0

Jl2 0

一3 ○

LILl 菜t;ビJLJ入口 0

1 53-

凡 例

□ :地 G!

○ : 三兎判蓑示 方向 (行先)､拒AA●毛珠表示 過り､施三豊､交差点､鴇

A : ほ 柑 板 街･市の案内 (ポスター)

伝言板 ､TEL､時計

★ ● スポット 挽型､光のヲ引言

ストリートファニチャー



4-4 配 置 計 画 案 4-4-4南地区サイン一覧表 4/4

トb. 位 足 □地 図 ○ ●名林表示 A十At引Fi ★スポット 嫡 考

壁休系 Jl6 西別中小商業ソーン 中 ○

47 0

-54-

凡 例

こ こ 叶 G]

○ : 三kn.袈示 方向 (行先)､距劫●･ 名林嘉示 退り､五志塁､交差点tは

A : 帽柑 板 は･市の貢内(ポスター)

f云三振JEL､時…1

★ スポット は型､光の先(≡
ストリートフ7二チャー



5 .メ ラビ ィ ア =コ ア

5-1 メディアコアの意味

5-2 メディアコアの構成

5-2-1メデ ィア コア の桝 成 アイ テム一 覧

5-2-2メディアコアの場所 別柿成アイテム

5-3 メディアコアの参考例

ー55-
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5-1 メ デ ィ ア コ ア の 意 味

＼付 -.l,'l＼

タウンセン ターで は､わか りやす いだ けでな く､ うつ くしく ･や さしい､

タウンセン ター らしいサインのBlJ出を方針 としている｡その一環 で､コ

ミュニティーの活性 化を促す情報拠点の創出がある｡

タウイセ ン ター全体の要所 々々に必要 なサインを殻鑑す るだけでな くI

そ こへ行 けば.全 ての哨報 を手 にいれ ることができる脚報拠点 (メデ ィ

アコア) をつ くり,コ ミュニテ-形成 の核 とす る｡

また､メデ ィアコアはただ様 々な怖報 を提供す るだけのスペースではな

く､人 々が娘い ､楽 しんで過 ごす こ とのできる抑留型の空間の手兵出を必

要 とす る｡

術 の肋 弦をよ りわか りやす く表現 した模型やパ ンフ等 を設匠す る､イベ

ン トや お知 らせ等 の新郎 な情報 を発信す る､情報 の伝達 ･収娘に役立 た

つ稚誰 ､伝言板 ､特別等を殻樫す る､ス トリー トファニチャー を使 って

休 憩 ･atiらいの場 を設 ける､光の術 を特徴づける光の発信塔 を設 促す る

等 の工夫を凝 らし､ライブ リッ ドシテー を実現す るための効果的 なスペ

ー ス としての役割 を担 う｡

(取 舵 ) 人が炎まる要所や分岐点でありt朋Flの核となる場所

《タウンセンター北地区》

① シ ン ボ ル 広 域 油も人が娘まり､順わいのあるタウンセンターの象徴的

広場

弼成襲来はフル装tnで.赦大規模のコミュニテ-形成拠点

センター北駅の北仰‖こ位催する職も広い広jB｡伺BJ]を核的

桜合旭松及び朽巣施紋のコロネー ドにLTBまれる｡

広域は､駅IIIl広)Bやシンポ/レ迫川より一役布くなっていて､

駅から北 北 ･画の軌線上にあり､人がJaも多く舶まる)i.1

17rrである｡人々はここでiLiい､イベン トを謹皇しんだ り破っ

たりする｡また､待ち合わせ場所としても適当である｡

この広)Bに而した核的複合地紋の入口に.フル装仰の

メディアコアを殻促する｡光の発信機は見吋tらしのよい､

駅肌広場にTh'したデッキに殻(毘する｡

② 3LuJLlトモー/レ モール内にあるイ-ン ト広)A

エントランス広場 符ち合わせのfI-川1兆地

③ 駅 改 札 抑 タウンセンターの玄F英】

持ち合わせ.Ell1']地への踊り分けの)A

④ 北 仙 1Ji区 入 口 バスで封∈た人と祉少で来た人にとっての玄以1

FHl'･)l也-の振り分けのJB

⑤ 巾民文化ホールTllE タウンセンター北にl糾すてI1兆盟のn桝ナた城所

光の発信韮地

センター地区の応も向仙川こあるこのホールは､凧の術をは

さんで桝地区と向かい合 うIB所に位悦する｡

このホールの柄仙は多少スペースがあり､ホールのイベン

トに来た人や微少する人々が憩う場所である.

ここには城所を示す銘称板と光の発情機を設促し､佃のイ

メージを光を川いて誠現する｡

《タウンセンター同地区》

① シ ン ボ ル JL)ii Jaも人がjJiまり､脈わいのあるタウンセンターの象徴rl()

広場

帥liE要紫はフルーBtnで､Jfl大規膜のコミュニテ-形成拠点

② 区 給 食 庁 舎 Ilir 行政センターとして色々な立切の人たちが始まるIB所

シンボル広切に次ぐ規模のコミュニティー形成拠点

センタ一雨駅から酉-向かって進むと.区庁舎附にでる｡

さらに西-向かうと総合病院に､北- 向かうと菜耕系ゾー

ン ･総合公Rlにでる｡この地域は.行政 ･柴務等･Fl的がは

っきりした人々が多く蝕まるものと考えられる.

抑LL誼は桝地区でJaも大きい｡ここに.フル装鮒のメディ

アスポットを紋Iellする｡

③ 駅 改 札 荊 ●タウンセンターの玄関

待ち合わせ､目的地への振り分けのJB

① スホ●-ツ文化施視1111 タウンセンター北に向けてn)b盟のけ附ナた城所

光の発旧兆仙



5-2 メ デ ィ ア コ ア の 桃 成 5-2-1 メデ ィア コアの 柄 成 ア イテ ム一 覧 1/2

アイテムの種煤を示す

基 A 地 図 -センター全体 ､現在地 ､目的地の確認

本 統 津 表 示 ...目的地 までの距即 .方向表示 ､現在地

の確認

名 称 表 示 -ー場所名表示 ､現在地確認

怖 B 案 内 板 -荷の情報 を伝 える

報 掲 示 板 -ポスター等の掲織

板 伝 言 板 -情報伝達 .交換

ス C 模 型 ...センター全体 をよりわか りやす く把握

ポット す る装置

光の発信機 - 『光の術』をア ピールす るシンボル ､

定刻を光で表現する

D ハ○ンフレット .-手持ち情報

T E L-ー情報交換 .伝達

E 時 計 -時間を伝 える

ベ ン チ -休息 ､コ ミュニケーシ ョン

コやミ箱 .灰BIL...休息 ､美化

水 飲 場 ー-休息

F 自動販売機 -休息

売 店 -休息

ト イ レ

Aは､空rIJlの認識に関す る韮本アイテムである

BとDは､メディアコアならではの1附 捉提供のアイテムで､空｢"Jの認識にrX.jす

る僻報以外の生活に関逃 した情報な ど､様 々な僻報 を提供す る

Cは､タウンセンター らしさ (ライブ リッ ドシティ) としての特徴 を示す装置

である

Eは､ス トリー トフアニチュアで､メディアコア (抑留型のlirf報拠点) とし

てのスペースを演出す る装fEEである

Fは､メディアコアのスポッ ト装脛 として望ま しいものであるが､必ず しもth'f

わっていなければな らない とい うものではない ｡

- 5 7 -



｢

5-2 メデ ィア コ アの 構 成 5-2-1メデ ィア コ アの構 成ア イ テム一覧 2//2
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｢

5-2 メ デ ィア コ ア の構 成 5-2-2メディアコアの場所BJJ捕成アイテム

メディアコアの場所別桝成アイテムを以下に示す ｡

地 区 北 地区 南 地区

機縫アイテム シソホ●ル広場 東側モールエントランス広場 駅改札前 北側術区入口 市民文化ホール中 シンホ◆ル広場 区総合庁舎前 駅改札前 スポーツ文化施設前フル装備 待合わせ情報基地 待ち合わせ振 り分け . 近_り分け 光の発信 フル装備 振 り分け情報 待合わせ振 り分け 光 .音 の発信

サイン塞本 A 名称表示 場所名表示､ 現在地確認 ○ ○ 0. ○ ○ _ ○ ○ ○ ○

地図 センター全体 .現在地 .良.的地の確認 ○ ･ ○ ○ ○ ○ ○ ○

誘導表示 . 目的 までの軽度 .方向.現在地の確認 ○ ○ ○■ ○ ○ ○ ○

情戟板-B 案内板 術の情報を伝える ○ ○ ○ ○ ○
掲示板 ポスター等の掲示 ○ ○ ○ ○ ○

伝言板 情報伝達 .交換 ○ .○ ○ ○ ○

スメット C 模型 センター全休をよ りわか りやすく把握す る ○ ○ ○

光の発信塔 光の街 をTと--ルするシンホ'ル定刻を光で表現する ○ ○ ○ ○

D It'ソフレット 手持 ち情報 ○ ○ ○ ○
TEL 情報交換 .伝達 ○ ○ ○ ○

E 時計 時間を伝える ○ 0 ○
ベンチ 休息､ コミュニケーション ○ ○

コ◆ミ箱､灰皿 休息､ 美化 . ○ ○

水 飲場 休息 ･ ○ -1 o

F 自動廉売罷 休息 △ △
売店 休息 △ △

トイレ △ △

交番 情報入手 △ △

ー59-



5 15-3 メディアコアの参考例･

コミュニティスポットとして環境施設整備を計った

例｡

シンボル的なゲートを連続性を持って配し､やはり

シンボルともなる時計塔も付属して設置している｡

ゲート内には掲示板､ベンチが置かれ住民の情報交

換のtiを､コミ.1ニケーションを図る場として活用で

きる｡

5-3-1事例 (1)
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5 15- 3 メディアコアの参考例

コミュニティスポットとして喋1位施設整鵬を計った

例o

シンボル的なゲートを辿紋FyLをJlJ-って配し､床タイ

ルも広場としての一正味を打つようにデザインされて

いる｡全体のデザインもUJるい色が使用されてお

り､そこに来るのが･i{jしくなるような工夫がされて

いる｡

5-3-13Jj:例 (2)
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一一 ~ 一肌:-=j-:FJ,1.･V.)
世田谷Lx_で､,i.介で快適な歩行空間として､バス停

を含めた′J､Li､t)i;を計画.その計画や整僻は するにあ

たって､地域の粘性や歴史に対 しての配慮が必要と

言うことで､バス停を含めた小広場の設計に区民も

参加してもらい､身近な公共施設に関心をもっても

らおうと ｢バス仲のある小広場｣と言う才lで公許を

することにしたOその中で ｢匹席 のある小広場｣を

もとに実施されたものである｡

5-3-1耳叩り(3)

- 6 2 -



｢

ニー 1..: ･, . _: -= :･･_ : -

ショッピングモール整備の一環として､災い物銘の

,lil.いの場となるよう､また､地元住民のコミュニ

ケーションの広場として活用できるよう計画された

ものの例｡

/J､広場自体が､周辺道路や歩道から広場の川州の設

けられた階段を利用して浮き上がっており､狐 ､f･し

たスペースを形成 している｡イベントなども榊 にで

きるように計画された広場である｡

5-3-1事例 (4)
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∴ .i =,. _
環境デザインプロジェクトとして､道路 ･広場 ･地

下道等の整備を 一群して4J'-なった例.

配置する什掛 まモジュール化されており､それをユ

ニットとして案内板 ･掲jJ1-枚などのサインのみなら

ず､電話ボックス ･パーゴラ等のス トリー トフアニ

チュアにも使川 している｡

輿なった広場､道路等でそれらを桃めても違和感が

なく､統一されたデザイン.,IE.リ,Iであることがわか

る｡

5-3-1耶例 (5)
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6 今 後 の ]衆 討 司T-コ;蘇

6-1 総 合 化 と設 置 管 理 主 体 の 考 え方

6-1-1関 連 領 域 の 整 理

6-1-2設置 ･管理の考え方

6-2 経年変化を視座 にいれたサイン計画



6-1 総合化の考え方
6-i-1関連領域の整理

タ ウ ン セ ン タ ー に お け る 歩 行 者 系 公 共 サ イ ン を 軸 に､ そ れ に 関 わ る 他 領 域 の 整 理 と今 後 の 課 題 を 下 表 に 示 す o

課 題既 存 サ イ ン シ ス 関 係 領 域 今 後 の 課 題 l

◆ 住 居 表 示 系(住 居 表 示 街 区 案 内 図 ､ 住 居 表 示 板 ､ 住 居 番 号 表 示 板 ) ･情 報 の 重 複 を さ け､ デ ザ イ ン を 統 一 す る た め に､ 最 初の 段 階 か ら本 計 画 の 中 に と り こ む ○ (市 民 局 と調 整 )･場 の 利 用 な の か ､ 本 計 画 - の 内 包 化 な の か ､ 要 検 討 ○(交 通 局 と調 整 )
テ ム の 内 包 ◆ バ ス 停

内 容 の 整 合 ◆ タ ウ ン セ ン タ ー 内 の サ イ ン･施 設 系 サ イ ン･車 両 系 サ イ ン◆ 周 辺 地 区 (ニ ュ ー タ ウ ン 全 体 ) の サ イ ン ･原 本 の 一 元 化 と管 理 体 制 の 強 化 が 急 務 〇･地 図 - 誘 導 表 示 - 名 称 表 示 - 施 設 内 サ イ ン と い う迎 #',;が ス ム ー ズ に い く よ う､ 内 容 の 統 一 -整 合 を は か る 〇時 に､ 駅 ､ 総 合 公 園 を は じ め と す る 主 要 施 設 は､ 注 意が 必 要 B (交 通 局 ､ 緑 政 局 等 と の 調 整 )･特 に 交 通 標 識 と の 迎 炊 .整 合 を は か る〇･接 点 部 分 が ス ム ー ズ に つ な が る よ う､ 統 一 .連 携 を はか る○

◆ 情 報 パ ン フ ･手 持 ち 式 の 情 報 と の 連 携 .整 合 を 目指 す .･民 間 サ イ ン と の 速tfl.i,も､ 今 後 の 大 き な 設 題 で あ るC

デ ザ イ ン の 統 一 ◆ 施 設 系 サ イ ン◆ 車 両 系 サ イ ン◆ sF (ス ト リー トフ ァ ニ チ ャ ー )◆ sE (ス ト リー トエ ク イ ッ プ メ ン ト) ･デ ザ イ ン の コ ン セ プ トを う ち だ し､ 統 一 感 を 浜 出 す る(デ ザ イ ン モ チ ー フ､ ロ ゴ タ イ プ､ シ ン ボ ル カ ラ ー )

共 架 の 推 進 ◆ 車 両 系 サ イ ン (交 通 標 識 )◆ sF (街 灯 ) Jサ イ ン の 設 怒 場 所 を あ ら か じ め 定 め て 張 約 し､ 煩 雑 をさ け る｡ 設 置 主 体 と の 調 整 が 課 題 で あ るO

付 帯 化 の 経 巡 ◆ 建 築 計 画 (建 物 壁 面 ) サ イ ン 付 帯 に 有 効 な 『面 』 の 活 用 を 図 る○◆ 土 木 .造 園 計 画 (道 路 路 面 ､ SF､ SE) 所 有 管 理 者 と の 調 整 が 課 題 で あ るo

-6 7 -



6-1 総合化の考え方

本計画で捉案したメディアコア系,複

合系､判 本系のサインの設笹 ､および､

管理の考え方について､右表に整理する

設社 .管理の主体が異なっていても､

センター全体が統一されたサインシステ

ムを形成するよう､その内容 ､デザイン

位掛 こついて,各者問で､調整をはかっ

ていくことが､必要である｡

6-1-2設置 ･管理の考え方

分 校 設 思 位 僅 設 懲 者 管 理 MIrf 考

メディアコア系 ･公共用地 ･公共用地内物件は､ ･公共用地設置物件 ･一部道路占用物となような

ー駅舎内や公益施設内 公田 は､道路付属物と 施設を含む

も検討 ･宅地内設置物件は､各設定主体 して､道路局が管哩(シンボル広場は､緑政局)･宅地内設置物件は､各宅地所有者複合系 ･公共用地

･宅地内設fEf.サインのデザインの調整が必要

- 6 8 -



6-2経年変化を視座にいれたサイン計画

タ ウ ン セ ン ター は こ れ か ら 開 発 さ れ ､ 徐 々 に 施 設 が鎚 ち 上 が っ て い く地 域 で あ

り､ め ざ ま し く変 化 す る 地 区 で あ る か ら､ そ の 変 化 に対 応 し たサ イ ン 盤 鮒 が 附 こ

必 要 で あ るo まず は､ 本 計 画 で 提 案 し た 叔 終 形 を 示 す こ とが irf要 で あ る が､ I;n詑

馴 皆馴 こどの サ イ ン が 必 要 か･ 設 置 す べ き サ イ ン を 整 理 す る こ と も 必 要 で あ るO

ァ ィ テ ム で 考 えれ ば､ まず ､ ア クセ ス ポ イ ン ト (ex 駅 ) に お け る 地 図 が 必 要

で あ り､ 次 に､ 各 施 設 が 完 成 した 崎 点 で の 名 称 表 示 と誘 導 表 示 が 必 要 で あ ろ うO

ま た､ サ イ ン の使 命 (有 効 姻川艮) を 考 え る と､

① 仮 設 的 な も の ･-各 々 の 都 築 の 完 成 時 点 ま で 機 能 す れ ば よ い も の

② 常 馴 勺な も の -都 築 全 体 の 完 成 後 も 機 能 が継 続 す る も の

③ 完 成 崎 に 新 設 す る も の ･･都 築 全 体 の 完 成 時 点 で 機 能 す る も の

以 上 の よ うに 分 頬 で き るo

闘 う己が 完 了 した 後 の 種 々 の 変 化 に 対 応 で き る よ うに盤 榔 して お く こ とも 必 要 で

ぁ る｡ 迫 )Jl1 削 除､ あ る い は 更 新 が 可 稚 な 材 質 や 形 態 を 考 慮 して 吉l画 す る こ とが

火 か せ な いD

① 削 ju 削 除 で 対 応 す る ･･部 分 的 な差 し替 え､弓艮り称 え 等 で 順 次 対 応 して い く

⑤ 望 新 で 対 応 す る ･耐 用 年 数 を 決 め､ そ の /JF度 糾 こ内 容 を 新 し く切 り甘 え て い く

以 上 の 2i曲 りが 考 え られ る｡

以 上 述 べ た 点 を 考 放 し､ 区 画 整 FJi等 の タ イ ム ス ケ ジ ュ ー ル や 利 Tn者 の ニ ー ズ を

考 え, 実 施 に 向 け･ サ イ ン設 位 の 優 馴 剛 立を検 討 して い く部 が 丑 変 で あ る｡
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O C･j:じ め シこ

0-1本計画 の視点



0- 1 ネ ー ミング作業の必要性 について

池北ニ ュ-タウンは､ 2⊥ui妃型のyTたな部下けライフスタイルの創出引 u

げた附 けづ くりを実現 しよ うとしている都市ですo ここでは､FlR発手法 自体

が従来の郡市開発手法 とは大 きく異 なる ｢ハイブ リッ ド｣な手法で取 り組 ま

れているとい う抑斬 な特性 を持 っていますが､この手法の先進性 とともにも

ぅひ とつの特性 として注 E]されていることは､ここに出現する都市が,神奈

川県下 は もとよ り､首都馴 こおいて もまた､今世紀最後の大規模 な都市 とし

て誕生することです｡

この新都市 を中心 に新 しい ｢区｣が生 まれることか らも､都市その ちのの

規模の大 きさを示す とともに･そこに託 された､ 21世紀 へ向けた豊かさへ

の願 いを うかが うことができます｡

港北ニ ュー タウンは､タウンセ ンターだけに限 ってさえみても､相当の規

模 を有 し､大小合わせて膨大 な数の道路や街区､それに橋や広場､公臥 駅

などがで きるわけですが､これ らには､それぞれ ｢名前｣が必要になってき

ます｡ もちろん､全ての ものが一度 にで きあがるわけではあ りませんので､

っ くる度 に､ひとつひ とつつけていけば良 いとい う考 え方 もあるか とは思わ

れ ます｡

また､ この ｢名前｣をつける作業 には､たくさんの人 々が鵬わ っています

決定権 を持 つ人だけで も､市総務局 (新 区)､市交通局 (那 )､市道路局

(退臥 橋梁)､市緑政局 (広場 ､公園)､市市民局 (住居表示 )などに分

かれ､この他にも､地権者や住人･住宅 ･都市整備公団 など､関係者はさら

にたくさんにな ります｡

このような状況を考 えます と､例 えば､ 1個の名前 をつけるにも様 々な人

々に架 まっていただき､それぞれの意見や考 えを聞 き､調整 しなが ら毎回名

前を決定 してい くとい うのはかな り大変な作業塁 になってい くことが予測さ

れ ます｡

しか も､恨終的には､相当な数の名前 をつ くることにな りますか ら､ある

道路 と別の道路が似 たような名前になって しまった､あるいは､依 り合わせ

の道指 と公園が､何の関連性 も整合性 t,ない名前を持 って しまった､などの

問題 を生 む可能性が高 く､もしその ように して大量の名前が出現すると･全

体で見 るとバラバ ラで､ごった煮の名前をつけ られていることになってしま

います｡

では､どうしたらこの ような混乱 を避 け､新 しい都市 にふ さわ しい名前 を

生み出す ことがで きるのか とい うと､膨大な数の ｢名前｣をつけるという作

業 に､ある作業 システムをつ くる必要があるのではないか と思われてきます

｢削 ヒニ ュー タウン｣ と ｢タウンセ ンター｣は､街づ くりが開発の理念に

基づ いて展開されています｡それだけに､理念や思 い と無関係な名前が整合

性 もな くつけ られることは､本来の指針か らはずれ ることになって しまうわ

けです｡｢名前｣をつけることもまた､街づ くりの大切 な要素です｡魅力の

ぁる名附 ま､街の魅力を引 き上 げ､街のイメー ジを高めてい くことができま

す｡

ところで､ ｢名r川｣は､文字辿 り名l川として仙 うL殻も並木的な機能 として

性jlヨ機能 を持 っていますが､実 は単 に使用される以外に も･い くつかの役割

を果 た してい ます｡たとえば､その名前に何かを象徴 させ た り､何かの意味

を込めた りとい う､象徴機宙Eo名前か らあるイメ- ジを迎想 させる､記 引 IiiE

能｡そ して､使 うことによって､名前 とともにその名 を持つ ものにも愛着を

感 じるよ うになる､払別 姓能 な ど､い くつかの付加 的 な機能があ ります｡

逆にいえば､象徴 させ たい､親 しまれ たいモノ､コ トを意図的に組み込むこ

とを目指 して､生み出すへき ｢名前｣の方向性 を決定することができるわけ

です｡

｢港北ニ ュータウン｣｢タウンセ ンター｣は､従来 にない ｢ハイブ リッ ド｣

な手法で取 り組 まれている新 しい街です｡それだけに､その手法のオ リジナ

リテ ィがネー ミングにもきちん と反映されているべきですDネー ミング自体

もまた ｢港北ニ ュータウン｣｢タウンセ ンター｣にふ さわ しい魅力 と個性 を

持つ ために､ネ- ミンクもまた街つ くりであるとい う認識の もとに､街の開

発同様 ｢ハイブ リッ ド｣な手法を応用 したネ- ミング作業 で取 り組 むべきで

あると考 え られ ます｡
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0-2 港北ニュータウン･タウンセンター ネーミング作業の可能性

ネー ミング及び､ネー ミング作業の持つ意味について､少 し考 えてみましょう｡

ネー ミングの機掛 ま､一帖的に次のようにいわれています｡

基 本機 能 し

ネー I,-ヒコ象徴機能･ニー::コ
付 加機 能

ング Tj75-ill私用機能象徴的交換機能交 換機 能

基本機能 -使 用機能 は､文字通 り､名前 として使 う機能 ですo単 に名前 と

しての機能 だけ果 たせば十分 なのであれば､他 と区別 で きれば良 いわ けです

か ら､例 えば､国の名前 が ｢K- 13｣で も良 い し､市 町村名 をやめて､全

て郵便番号か ､市外局番 を代 わ りに して も良 い ことにな ります｡ (ex･捕

浜は ｢045｣､東京 は ｢03｣) しか しなが ら､実際 ､名前 は､ほかに も

い くつかの役別 を果 た しているのです｡

身近なところで､ ｢みなとみ らい 21｣を例にとって見ていくことにします｡

象徴機能 は､その名前 に､何か を象徴 させ る､何かの意味 を込めて機能 さ

せることです｡ ｢み /J･とみ ちい 21｣は､人 々の榔浜 に対 する211朋 己への

思 いが込め られて い ます○ 記号機能 は､逆 に､あ る名前 を聞 いた ときに人

々が受 けるイメー ジを引 き出す機能 です｡ ｢馳 ｣ とい う名前の スポー ツカー

があ って も､何 とな く遅 そ うなイメー ジを持つので､ まず名前 として採用 さ

れ ることはあ りませ ん｡ この機能 を ｢み な とみ らい 21｣で見 てみ る と､明

るさや近未来性 ､やさ しさな ど､高感度 なイメー ジが浮 かんで きますO

私用機能 は､その名前 を使 うことで使 う人 に参加性 を与 え､名前 とともに,

その もの に愛着 を与 える機能 です｡ベ ッ トに名前 をつ け た り､船 や列車 に名

前 をつけ ることは､その機能 を良 く現 わ してい ます｡ また､ ｢み な とみ らい

21｣の よ うに､ネー ミングを公募す る ことは､人 々の参加性 や夏着 を育 ん

でい くために も良 い方 法である といえ ますo

なお､象徴的交換機能 とは､例えば ｢ケネデ ィ空港｣のように､ある人名

を名前にすることで､人 々の思いを故人に贈 ることがそれに当た りますO

これ らのことを､今回のタウンセンターのネー ミング作業に当てはめて考

ぇていくと､かな りいろいろな可能性に期待できそ うですC

まず､象徴機能 としては､タウンセンターの ｢開発の理念｣を象徴するネ

ー ミングにしていくことが可能です｡今回は､数多 くの ものにネー ミングし

なければな りませんが､このような複数のものに､きちんと開発の理念に基

づいた名前をつけることによって､それだけ理念は､深 く､広 く理解 され､

伝わっていくことで しょう｡

記号的機能 もあ ります｡特に､これからのニ ュータウンへの入居者やセン

ター施設への企業誘致を考えるとき､県下の他のニ ュータウンや商業施設で

はなく ｢港北｣を射 させるために､イメージの高い名前は不可欠です｡もち

ろん,完成後の釆街者にとっても､ ｢グサイ｣名前の街に行 くよりは､何か
あ りそ うな感 じの街に行 くことで しょうo

私用機能は､やは り､住民参加によるネ- ミングの公募がまず思い浮かび

ますが､候補 となるネー ミング案について住民にアンケー トをとることも､

コミュニケーションづ くりの一環 として実現 したいことです｡また､ネー ミ

ングを材料に､ ｢市や公団｣､ ｢住民｣､ ｢地権者｣が話 し合 うことも､コ

ミュニケーションの活性化のひとつです し､さらには､タウンセ ンターの街

区表示のネー ミングをきっかけに･自治会組織つ くりを同時に進めるなどの

ことも期待できるで しょうO

このようにして､人 々が､タウンセ ンターの開発理念 と開発方針を理解 し

ていくことで､そこに現われる様 々などルやお店や施設のデザイン ･性相が

少 しでも理念に近づいていくことが可能にな りますo

そ して､何 よ りもこの よ うな形 で､ネ- ミング作業 を通 じて人 々が タウン

セ ンター開発 の理念 を理解 し､ タウンセ ンターへの愛着 を深 め る ことこそが

今回の ｢港北 ニ ュー タ ウンタ ウンセ ンター｣の開発手 法である､ ｢都市 マー

チ ャンダイジ ングに よるハイブ リッ ドな都市 つ くり｣につ なが る ことではな

いで しょうかD
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0-3本計画の視点

今 Eほ で都市づ くりにおけるネー ミング作業 に､確立 された方法が存在 す

るわけではあ りません｡基本的な作業のシステムを場合 に応 じて変形 させて

展開 している､ とい うのが現状 です｡ しか し､もし､ この作業 システムその

ものが伐れて魅力的なものであるとすれば作業 システムを応用 したネー ミン

グも､ネー ミン 作楽を取 り組 んだ全体の作業 t,､ ともに斬新 なものになる

可能性があるといえましょう｡

削 ヒニ ュー タウンの開発は､前述のように ｢ハイブ リッ ド｣な指針で取 り

組 まれてい ます○そ こで､この新 しい手法を新都市のあ らゆるスケールに対

応 して生み出され たもの と埋Ir押してい くと開発手法 とネ- ミング作業 とは･

実はよ り発展的な関係 を内包 しているのではないか､ と推察することができ

ます｡

っ ま り､今回のネー ミング作業 に当たっては､従来 あるような単 に当該地域

の特性や コンセプ トワー ドの周辺語意 を慈恵的に組み合わせ るのではなく､

ネー ミング作業その ものに も基本構想 にあったコンセプ ト 指針 を梢極的に

取 り入れ､応用す ることによって､港北ニ ュータウン独 自のネー ミング開発

を可能 にすることがで きると考 え られるわけですo

では､ネー ミング作業は､Pllrl難計画のなかにどの ようにイ立位づけちれるの

で しょうか｡

実際､ これか ら､この地域ではさまざまな道路や橋､街区､公園などがつ

くられているわけですが､それ ら諸施設 が､基本桃想 にあったコンセプ ト

指針の空間的展開 -ハー ドとしての定着であるとするな らば､同 じように､

基本構想の ソフ ト的展開 .定着作業の第一歩がネー ミング作業である､と考

えることができます｡

なぜ ならば､ネー ミング作業か らは､サイ ン計画は もちろんの こと､たと

ぇば コミュニケーシ ョン作業で見て も､住民か らの公非 や ヒヤ リングなどに

ょってネー ミング作業を通 してエ リアの PRを強化 した り､イ ンナー コミュ

ニケーシ ョンを活性化 した りと､ ここか ら他のさまざまな作業がスター トす

ることにな ります｡ですか ら､ネー ミング作業 とは､い うなれば､ソフ ト面

での基娯整備作業であると表現 で きるのです｡

このよ うに､今回の沌‖ヒニ ュー タウン .タウンセ ンターの斬新で魅力的な

基本桝想 は､ハー トとしての諸施設 として､ソフ トとしてのネ- ミングとし

て､両掛 こよって展開､達成 され ることにな りますo しか も､このハ- ドと

ソフ トは､同 じ根 っこ (構想 にあるコンセプ ト)か ら生 まれているので､迎

和感のない､共鴨 しあ うもの として成立 します｡

そ して､また､開発計画全体か ら見れば､そこに建築､景観 ､造園等 との

新 たに生み出されてい く相互の関係性が見えて くるはずです し､それ ら多 く

の作業 と望 ましい,r;iZ轡 を与えあいなが らネー ミング作業 を進行 させていくこ

とが､港北ニ ュー タウンならではの共 同作業 を展開することになっていきま

す｡

そ こで､今回は､二 ュ-タウンの開発理念および手法にあわせ た推Hヒニ ュ

ー タウン､タ ウンセ ンター方 式 ともい うべ きアプ ローチ を模索 してみ まし

た｡

以下 は､今回の作業に関する一連の流れをまとめたものですO



従来のネーミング作業とその課題 都市開発戦略の核になるネーミングを目指して-

① コンセプトをもとにしたネーミング作業

悪意 性 か ら必然性 を持 つネー ミングへ

開発 された郡市や地域は､それぞれ固有の名前を与 えられていますが､そ

れ らは従来 ､慈恵的につけ られ る例が多 く見針 ナられ ます｡例 えば､歴史､

自然､地形､開発理念 などか らランダムに引 き出 し､それを町名や通 りや楠

な どに散 りばめ る方法です. これは､ひ とつひとつは面 白いネー ミングにな

る可能性 はあるものの､客観的な視点か ら見 ると､全体 としての統一感や調

和 あるいは､相乗効果 といった面 に欠け､結果的にはイ ンパ ク トが弱い とい

ぅことになる場合が多いようです｡ また､思 いつ きといったある種の偶然性

も伴 って抽 出されたネー ミングは､それをふ るいにかける段階で､フィルタ

ー 自体 に も必然性がないことが多いために､つける側の好みや感覚で滅ばれ

て しまうとい うことにな りがちですo このように慈恵的 なネー ミングではな

く､ネー ミングのための科学的であ り論理的なシステムをつ くる必要が生 じ

て きているといえます｡

Ll_ンセプ ト｣と‖帥 草地 些 ニ

ー服的に､ネー ミング作業 においては､市場や競合の分析か ら抽出 したセ

ールスポイ ン トを､訴求 しようとするターゲ ッ トに結 びつ けてネー ミング コ

ンセプ トをつ くり､ネー ミングのフ ィルター を拾いだ してい くとい う方法が

とられ ます｡ これ らは､ もちろん思 いつ きや感覚でつ くってい くもの とは一

紙 を画 してはいますが､今 日では､ この手法 は限界 に達 し､新 しく予想 され

るユーザーの感性 を取 り入れ､共感 を得 ようとす る新 たな方法論が展開され

つつ あ ります｡

ド.~~=~~T
ン JL/ 作 箕

②使い手の感性からのアプローチ

人



タ ウンセンター 開 発の考え方と手法の反映

港北ニュータウン及びタウンセンターは21世紀型郡市生活のプロトタイプ創出

にふさわしい､従来にない､新 しい理念と手法によって開発されようとしています｡

〔港北ニュータウン､タウンセンタ-の開発理念と手法〕

従来にない拙念と手法によってりF)発される都Trlのためのネーミン

グには､やはり､従米にない理念と手法によるネーミング作業システ

ムが存在するはずです｡

タウンセンターの開発理念と手法を活かすことによって港北ニュ

ー タウンクウンセンターにふさわしいオリジナルなネーミング作業

を展開することができると考えます｡

0(コンセプト主義)

7_チャンディ)/ク

②(緋市MD手法)

.'Giづ くりのfZiu念を突抗ミの時空(lurlに定番させる
作並としてとらえる

.作光チILの兆退治m - ｢コンセプ ト｣を合言掛 こ
することで､作業の共有化､共同化をEZlる

.コンLl,プ トは､lliに作英の内容を示す言n-ではliい

作掛 こ1放り組む姿妙それ自体を示す言柴である

郡 市 を

.ハ ー ド で は な く 人 か ら 考 え る

.モ ノ で は な く く ら しか ら発 想 す る

.機 能 で は な く シ - ンか ら創 造 す る

③(カオス&ダイナミズム展開)
.カオ ス-1刀.g7段階 で 耶市の細部まで決定 して しま うので はな く､

使い手の参加 によ り ､岬r]U'1をかけて帥市 自体が成長 ･巡 化 を と げ

ているよ うな 多様性 ･可1JE性 を示す

.コノセ-/卜･-- ン-ンー>ス ト-リ-による 人々の心の様子

を予測､設定する

.環境/施設/*ベレーノヨン/コミュニケーノヨン 各系の
デザインコ- 卜が相互に共鳴 し合いIJが ら耶市デザインの作業

を行う

■u-に(ulう人の手でJ芯化さけ､デ リ■イノしていくことのできる
白山IE/ござ(E保する

lコンセプトを核にした

ネーミング作業

l銅 MD手法にのっとった
ネーミング作業

lカオス紺イナミズムを生む

ネーミング作業



ネー ミング作業 の考 え方

(ネー ミング作業の方針)

コンセプトを核にしたネ-ミン用業

rコンセ ー/ 卜｣をIliに作 共 スター ト時の rか け 声 ｣

で終 わ ら ti-るので fJ:(､rF;箕の 日比､内省 ､

分秒､ す へてを示 す メル ク-I,-ルとして ISltえ る O

⑳･祁榊D手法にのっとった巨 ミング作業

タウ ンセ ンクー各班 う人'Iの､生 TLTJ-の /- ンの中で､

実 際 に佼 う人の気分 (佼い心地の良 さ)か ら多さ一旦L

fluiB-す る ネー ミ ング7プロ-チ

カオス&ダイナミズムを生むネ-ミン相葉

ネー ミング ワー クだけをり=川 旺 して ､上言己の

考え方､手 法で耽 り組 むの で 11 く､JTh目鼻/iiE玩/
オペレー シ ョン/ コ ミュ二 ')- / ヨンIiと

他デサイ /ワー クとの迎r尖1に よ り･ ス′くイうル的 lJ

//* リテ ィ ･7 ノブを 目指 す

(タウンセ ンター開発への フ ィール ドハ ック)

左 の よ うな方S･Iで､ ネ ー ミング作業をす ることによ り

i)何を各 作業 チ-ム に示す こ とがで きるか

2)何 を一住 む人 々に与 え ることがで きるか

◎コンセプトについて

1) ｢コンセ プ ト｣を具体 的な作 業 の中で ど うい う

や り方で､形､成-N<に してい くかを示 す

2) ク ウ ンセ ンク-の(;;]発 班会を迫ほ に､言 張 と して

定 一打させ､挑す

令嗣MD手酎こついて

1) ソー ン分析 - ノナ リオ統 合 とい うや り-A-で

汽l川了MD手 法の具体 的屈Ilrr】方 a=を示 す

2)気 持 ち良 さを(>Yj足 させ る

○カオス&ダイナミズムについて

1) 不一ミノグ作KLが､仙IJ1-ムを刺 激 す る こ とで

各作許の相互作用 とは何か*Li-示す

(-カオ スづ くりの プ ロセスを示 す )

2) 不 一 ミンJL/ と爪肘1､iBりのiJ;<き心地 の一 致 Ij:と

H.7日3‡- 施 設 - ネ ー ムが一 体 とIiった引両側 に

た ったu;ラづ くりの突 抜

イ｣:民が 自 らネー ミングす る､ ネームが 自然 にで き

あが ってい くのをFiJfつ ､Iiどの住民参加



4-1 ネーミング作業の各フェーズ①

〔phase O〕ネーミング作業のポジショニング

∴∵ . 一･ -. ∴ ･ .､ _ ･ -

ればなりません｡これによって､タウンセンターのネーミングとは
何なのか､それを脚 古的に使うにはどのような性格を持たせなけれ

l ~ ･ 一 一 ･一 一.一 ･

が表れてくるとともに､ネーミング作業の大まかな枠組をイメージ
することができます｡｢郡市MD､｣の開発手法と同様の方法論によ
って､ネーミング作業のためのフレームをつくります｡

( 機 能 )ネーミング作業のタウンセンター開発計画 における
捌 古的ポジショニングを明確化するととも に､ネー
ミング作業のフレームづくりを行う

(作業 内容 ) .タウンセンター開発計画概要の把握 (目標.現状､
課題)

･各デザインチーム (環境､建築､コミュニケーシ
ョン､オペレ-ション)の概略､作業状況の把握

･ネーミング作業の戦略的可能性の検討
･ネーミング作業の具体的頚卿塔の立案
Iphasel以降の作業フレ-ムの策定
･phasel以降のスタッフ .ノミネート

〔phase l〕リサーチ&ヒアリング

港北ニュータウン及ひタウンセンタ-の開発コンセプトを碓認し
ます｡特に､すでに使われているキーワードに関しては､より具体
的なイメ-ジを把握するとともに､個々のワードの概念の相適を明
確にしていくことが必要です｡また､開発手法や全体スケジ3- ル
を細部にわたって確認していくために､各デザインチームに内容と
進行状況をヒアリングしていきます｡これと同時に､主として国内
の開発地域の類似例を探り､ネーミングの傾向を調査､分析します

このフェースで､ネーミング対象となるもの､省いてよいものを
仮定することができますが､その際､ ｢HYUPOLIS｣など案
として出されているネーミングが､それまでの作業にどの程度繁栄
されてきているかも､把握していきます｡
次のステップに移行するためのネーミングのフレームの大枠もこ

こで決定されます｡

(機 能 )･ネーミングのための予見､素材の収集
･ニュークウン､クウンセンター開発コンセプトの確認
e):
｢流京生活文化｣｢節4山の手ライフスタイル｣

桁 ｢械浜生活｣
それそれの違い､使い分けの明確化

(作業 内容 ) 各デザインチームの具体的作業内容の ヒアリング

相似都市塾丑の事例調査
(ネーミングの好感度､定着率なと)

ネ-ミング対象の設定
光る都市､ ｢HYUPOL工S｣の縛 り具合
ネーミングチェックのカイトラインづ くり
pllaSe2のスタッフ ･ノミネー ト
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4-2 ネーミング作業の各フェーズ②

【phase 2〕ターゲットのフェースづくり

ここには､どんな人々が暮 らしていくのか｡どんなことを考え､
どんな行動をとるのか｡ ｢都市MD｣開発手法のなかで､すでにい
くつかのターゲット プロフィールを描いてその多面な顔づくりが
なされていますが､ここでは､住民参加によって､より多くのシナ
.リオをつくり､phase3のシーン分析へとつなげていくために､
すでに住んでいる人の リサーチを交えながらネーミング開発のため
のターゲット像を確立していきます｡

(機 能 ) シナリオづくりのためのターゲットの確率

(作業 内容 ) ニュータウンにすでに住んでいる人々､働いて
いる人々のリサーチ
ュ-ザ-となるターゲットの分析
タウンセンターを訪れる人々､働く人々の
フェースづくり
これらに基づいて､ネーミングターゲットの
フェ-スづくり
phase3のスタッフ ･ノミネー ト

〔phaSe 3〕シーン分析によるシナリオづくり

phase2で碓立したターゲットに基づいて､タウンセンター
で ｢起こりうること｣を各ターゲットの生活ス トJ )-としてつく
っていきます｡この作業で重要なことは､それぞれのス トーリーの
なかにタウンセンターがどのように登場 してくるか､を分析してい
くことです｡ス トー リーにしたがってCGを動かしていくなどによ
って､どのような風景が見えるか､時間によってどのように違うの
かなどを類似体瀬 しながら､ネ-ミングの共通性や差異性を振 り分
けていきます｡

(機 能 ト ネ-ミンクのためのス トー リーサンプルの選定､
プロトタイプづくり

･ネーミング対象の絞 り込み

(作業 内容 )(

タウンセンター施設間発のシーンのIljTF'折､
追加 リサーチ

phase4のスタッフ ･ノミネー ト

- 79-



4-3 ネーミング作業の各フェーズ③

〔phase 4〕ネーミングプラン作業

phase3でつくったシナリオから解析したシーンを手法とし
て応用して､ネーミングをプランニングしていきます｡ます､それ
ぞれのシナリオに内包されている要素を､ネーミングデザインコー
ドとネーミング要素として2つの方法で抽出,分葉月します｡このコ
ー ドや要素を読み取り､コミュニケーションコンセプ トを構築しま
す｡

これによって､ネーミングのイメージを大体どのあたりに着地さ
せるべきか､その感触がつかめてきます｡着地点を決定したら､次
のステップとして､ネーミング開発のための､表現コンセプ トを桃
築し.具体的なネーミング作業へと移行していきます｡なお､住民
からネームを公葬することと住民の間からネームが自然発生的に生
まれてくる余地を残すという方法で､住民参加によるネーミング作
業の可能性もさぐります｡

また､タウンセンターの南と北の特性をより明確に黄現するため
に2つのプランナーチームを用意し､それぞれ別の地区に関する作
業を展開します｡

(機 能 ) シーン手法によるネ-ミング案づくり

(作 非 内容 ) ネー ミングデザインコードと-ネー ミング要-,累のJLll出
コミュニケ-ションコンセプトの 榊gE一

乗規 コンセプトの榔築
ネー ミングの公募
ネー ミング秦
デザイン化
チェックワークのフレーム づくり

〔phase 5〕プランのチェックと修正

phase4で作成したネーミング案の実効性を検証し､必要に
応じて修正をしていきます｡ヒアリングが主体となりますが､ただ
単に語感や好みを並列に尋ねるのではなく､例えば､住むとしたら､
遊びに行くとしたら､働く場所としては､など立場を置き換えてみ
るような工夫を加えたヒアリングを実施します｡また､ガソリンス
タンドなどの道をよく聞かれる人､よく教える人をも対象として､
従来あまり考えられなかった具体的なフィルターも加えます｡

(機 能 )ネーミング案の実効性の検証
検証結果による幡正作業

(作業 内馴 (.(完 完 )':苧完品三､｡品?こている人､SSなど)

以下は､ネーミングチーム
の主体ワークの終了後の作
業です｡

〔phase 6〕

チェック機関による

評価､寄宜 ､

法的措造作業

【phaSe 7〕



｢

4-4 ネ-ミング作業フロー

phase O phase l phasc 2 phase 3 phase 1 phase s

ネ ー ミ ン グ 作 …張の リサ ーチ & ターゲ ッ トの シー ンの分析 によ る ネー ミングプ ラ ン プラ ンの チ ェ ックと

ポ ジシ ョニ ング ヒア リング フ ェー スづ くり シナ リオづ くり lyf:芙 修正 (

L妓 ll'E ネ ー ミング作 非 の ク ネー ミングの ための シナ リオ づ くりの た ネー ミングの ための シー ン手 法 によるネ ネー ミング案 の実効

ウ ンセ ンクー朋 発売十 予見､光村 の収 引主 めの ターゲ ッ トの弛 ス トー リーサ ンプル - ミング宗 づ くり 性の状況

Adlにお け る搬 鴫 的 ポジ シ ョニ ングの 明純化ネ- ミング作 某 の フレームづ くり 立 のiig定 ､プ ロ トタイプづ くり 枚証結 W<によ る修正作並 (

YF英内容 ･ク r-)ンセ ンタ -I非】 ･港北 ニ ュー ク ウ ン ･居 住者 の リサ - -1- ･ネ-ーミング対 毅の ･ネ- ミングデ1)[イ ･ネー ミング案 の ヒ (

苑汁画 の把1位 ･ユ ーザ - とfJる ク 絞 り込 み ンコー ドとネ- ミ ア リング (一 般 ､

･各 デザ イ ンチ ーム L;El発 コ ンセ I/ 卜の -ゲ ッ トの分析 ･タ ウ ンセ ンクー施 ング-25光 の抽ilJ. 住人 ､外国 人 ､lEl

の戦 略､ 作 ;監状 択 確認 ･訪れ る人､ 捌 く人 設tiFl発の シ- ンの 辺企某､両店 g))柿

の 把捉 ･各 デザ イ ンチ ーム の フ ェースづ く り 解 析､追加 リサ - ンコ ンセ プ トのLl.rl, 者､SSlj:ど) 1

･ネ- ミング作 業の の具休的 作韮 内苓 ･不一 ミン//クーゲ チ 守

搬 鴫的可 LJLE性 の検 の ヒア リング ツ トの フェー スづ ･ほ 型 によ る荒牧変 ･表 現 コ ンセ プ トの

討 ･訊 似施 設 のiJT例V.),I くり 化 の シユ ミレー シ 川 芥

･ネ- ミング作 ;笑の只 I木的搬 鴫 の立 某･phLlSe l以降の 作32;フ レー ムの茄定 室モ(ネー ミングのけ岱皮 ､定 怒 巧.lfJど)･ネ - ミング対 穀の仮設定･ネ ー ミングチ ェ ックの ガイ ドライ ンづ くり ヨン ー不 一 ミン//衣･デザ イ ンサ ンプル案･ネ 一 三ン'/の公 非汁 画 の立 案

シフ ト例 ′ノ ノ=

フ ィ レクグ- 1名チ ー ムマネー ジ ャー1名 リサ _チト ム lプ ラ ンナ1-3-2f-_IT t(2- 3名 ) Iレl

I

(

ス タ ッフ 1名

I

- 81-

tlaSe G phase 7

チェ ック拙 側 に Jこ 他のデ ザ インナ-

る喜平価 .惹起 .)i-的 舶 作業 ム作業 へ の反映

))

))))

) 1名2-3名) 2名) ll:



タウンセンター開発作業への具体的反映

コンセプ トを掛 こしたネーミング作業､郡市MD手法にのっとったネーミング作業､カオス&ダイナミズムを生むネーミング作弧 こ
れらを実際に展開していくに当たっては､他のデザインチームとの関連性および共同化も大t))なポイントです｡コンセプトも､手法
も､ネーミングの作業のなかで展開することによって実現する､開発思想のアプリケーションのひとつであり､また､カオス&グイナ
ミズムは､ネ-ミングチ-ムから各デザインチームへ､逆に､各チームからネ･-ミングチームへ､自由で刺激的で､高度にインテリジ
ェントな相関関係を築くことでもあります｡このように､ネ-ミング作業の展開がそれぞれのステージで互いに彩皆を与え合うことに
ょってクリエイティブレベルを高め､好ましい脱合を生むことが望ましいと考えられますO-見違うカテゴリーの様々な ｢机 のモチ
ーフが一定の法則を持った蛸旋の上界を描きながら､結合､融合し､一体となって､郡市をデザインするoそれが､港北ニュータウン
タウンセンタ-､全プロジェクトをハイブリッド化する方法であると思われますo

- 8 2 -



資料 ネー ミング対象選定のためのシー ト

①TC全体 ･第 1地区 ･第2地区 ･中間地区

②沖縄 ･難押紙

③シンボル通路 ･歩行者専用道路

④交差点 (辻)

(9坂

⑥桶

⑦緑地 ･公固 ･広場 ･施設 ･駅

(塾界隈 (ゾーン)

- 83-





G)幹線 tIEilf手紙
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②シンポノレ道路 .歩行都IT用退路

1l = --;i:..d JtiL才二才 ∴. ) ,,I JtJ4- .I_■■r _- I

.笥～; -),TT- ～ ◆- I.･.･.･.･.-.H. /夢=-- I--l7....～.:､.三i-:wA 酔 .:-選 顎 ..Lt;.......I.;メ ＼ Y1..1.＼熟._.;:::JI7,./-1∴..- 追I_丁三L.:∴l文才,¥.:I::.■:''､∴l.:′ S4T-叩.T:71､Y_笹史
～
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7

(9交差点 (辻)
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④坂

-88-



⑤fls

ー89-



⑤緑地 ･公【詞 ･広域 ･/ru7設 ･駅

:>～∴L襲 ､.XD./予 }■一一.∫ ____日.し-/ 一■′ - γ ｣ 二I// tl 脂,>告 撃 墜 蓋這I.--eyr 喜ai妻,'Zj質 #/■』 基 ≧._日i.Ii 一一177777うt̀.'

iノ lt l 1fJ .....C:.i 甘 -- 1-/j3-才

≡ 宏 ,読 描～･.'_U-H監禁 .-匿 ∋_ 穿ー了l
- 葦=gfp:幣 聖

PL4/環 =二軍 ,.'｢~｢l √ ÷一 ..ii.､一,ノ二.... ･..I;宗一'. ●一●■●●■●◆● ●●◆●●◆●
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